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幻の和牛と言われる

「土佐あかうし」は、

高知県産褐毛和種という

高知県独自の和牛だ。

田野町と安田町にまたがる

階段状の土地、

「大野台地」の豊かな自然の中、

大切に育てられている。

田
野
町

訪
れ
て
み
た
い
、住
ん
で
み
た
い
、

住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
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TOSA国保だより 検 索

TOSA国保だよりは
本会ホームページからも

ご覧いただけます。
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なでしこの会
第 20 回通常総会・第 37 回研修会開催

18

常つ
ね 

石い
し 

博ひ
ろ 

髙た
か  

（
65
歳
）

首
長
は
語
る

田
野
町
長

高
知
県
の
東
部
に
位
置
し
、

青
い
空
、海
・
川
・
緑
、

鮮
や
か
な
山
野

温
暖
で
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
た
四
国
一
面
積
の

小
さ
な
田
園
の
町
、

田
野
町
。

コ
ン
パ
ク
ト
で
住
み
や
す
い
、

「
暮
ら
し
や
す
い
」が
自
慢
の
町
、

田
野
町
を
訪
ね
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

常
石
町
長
に
伺
い
ま
し
た
。

み
た
い
、

ま
ち
づ
く
り

訪
れ
て
み
た
い
、住
ん
で

住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
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ま
ず
、
田
野
町
の
施
設
整
備

状
況
及
び
保
健
師
な
ど
の
人
数
、

活
動
状
況
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。

　

田
野
町
を
含
む
中
芸
地
区
の
母

子
保
健
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
高
齢

者
保
健
福
祉
、
健
康
増
進
、
介
護

保
険
な
ど
の
業
務
は
中
芸
広
域
連

合
で
行
っ
て
い
ま
す
。
県
東
部
の

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
づ
く
り
を
目
指
し
て

奈
半
利
町
・
田
野
町
・
安
田
町
・

北
川
村
・
馬
路
村
の
５
町
村
で
構

成
し
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
や
地

域
課
題
に
効
率
的
に
対
応
す
る
た

め
、
田
野
町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
事

務
所
を
置
き
、
保
健
福
祉
課
へ
保

健
師
４
名
、
栄
養
士
２
名
、
事
務

職
６
名
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
課
へ
保

健
師
２
名
、
社
会
福
祉
士
３
名
、

介
護
支
援
専
門
員
３
名
、
事
務
職

６
名
体
制
で
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

中
芸
地
区
の
町
村
保
健
師
10
人

と
栄
養
士
２
人
は
、
一
旦
全
員
が

中
芸
広
域
連
合
に
派
遣
さ
れ
、
５

カ
町
村
へ
駐
在
保
健
師
と
し
て
１

名
ず
つ
配
置
し
、
そ
れ
以
外
の
保

健
師
は
、
田
野
町
保
健
セ
ン
タ
ー

の
事
務
所
に
配
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
仕
組
み
は
情
報
共
有
や
保
健

活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
合
う
こ

と
が
で
き
、
若
手
の
育
成
に
も
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
芸
地
区
の
年
間
の
出
生
数
は
50

人
程
度
で
あ
り
、
中
芸
広
域
連

合
と
し
て
１
カ
所
で
乳
幼
児
健
診

や
子
育
て
支
援
の
各
種
教
室
を
開

催
す
る
方
が
効
率
よ
く
、
よ
り
多

く
の
専
門
職
（
発
達
支
援
専
門
員
、

作
業
療
法
士
、
栄
養
士
な
ど
）
に

よ
る
支
援
体
制
を
と
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。

　

平
成
15
年
に
は
住
民
誰
も
が
集

え
る
交
流
の
場
の
拠
点
と
し
て
、

介
護
予
防
拠
点
整
備
事
業
費
を
活

用
し
、「
な
か
よ
し
交
流
館
」
を
整

備
し
ま
し
た
。
核
家
族
化
が
進
み

育
児
の
伝
承
が
な
い
母
親
の
育
児

負
担
の
軽
減
や
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ

に
よ
る
機
能
回
復
訓
練
、
介
護
予

防
、
障
害
者
の
社
会
参
加
を
促
進

首長は語る
No.84 田野町長 常

つね

 石
いし

 博
ひろ

 髙
たか

特
定
健
診
の
受
診
率
を
あ
げ
て
い
く

す
る
支
援
な
ど
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
住
民
サ
ポ
ー
タ
ー
の
協
力
を

得
な
が
ら
田
野
町
直
営
で
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

24
年
度
よ
り
特
定
非
営
利
活
動

法
人
S
l
o
w
 A
g
e
に
介
護

予
防
事
業
と
し
て
管
理
運
営
を
委

託
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
芸
広

域
連
合
か
ら
委
託
を
受
け
て
、
相

談
支
援
事
業
、
地
域
生
活
支
援
事

業
に
相
談
専
門
員
３
名
、
相
談
支

援
員
２
人
を
配
置
し
、
就
労
支
援
、

認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど
幅
広
い
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
よ
り
、

総
合
的
な
相
談
業
務
の
拠
点
と
し

て
基
幹
型
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

保
健
事
業
へ
の
取
り
組
み
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

中
芸
広
域
連
合
が
策
定
し
た
健

康
増
進
計
画
は
、
今
年
度
、
第
２

期
を
迎
え
ま
し
た
。
国
保
の
受
診

件
数
割
合
で
は
、
高
血
圧
性
疾
患

な
ど
生
活
習
慣
病
が
上
位
を
占
め
、

中
芸
地
区
の
特
徴
と
も
言
え
ま
す
。

中
芸
地
区
の
死
亡
原
因
は
、
が
ん

が
最
も
多
く
、
４
人
に
１
人
の
割

合
で
す
。
し
か
し
、
田
野
町
の
が

ん
検
診
の
受
診
率
は
中
芸
地
区
内

で
も
最
下
位
で
あ
り
、
28
年
度
の

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　

本
年
度
の
集
団
健
診
は
３
日
間

を
予
定
し
て
お
り
、
毎
年
、
肺
が
ん
、

胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
検
診
と
セ
ッ

ト
で
受
診
で
き
る
よ
う
計
画
し
て

い
ま
す
。
食
生
活
改
善
推
進
委
員

の
協
力
に
よ
る
低
塩
料
理
の
試
食

コ
ー
ナ
ー
や
健
康
パ
ス
ポ
ー
ト
の

普
及
促
進
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
健

診
日
に
健
康
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
得

で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
受
診
機
会
の
確
保
を

図
る
た
め
、
中
芸
地
区
の
他
町
村

が
実
施
す
る
健
診
会
場
で
も
受
診

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

28
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
は
、

28
・
２
％
と
県
下
最
下
位
で
し

た
。
昨
年
度
は
一
部
の
電
話
受
診

勧
奨
を
実
施
し
、
最
新
の
受
診
率

率
を
上
げ
る
こ
と
が
最
優
先
で
す
。

住
民
の
健
康
へ
の
興
味
・
関
心
を

上
げ
て
特
定
健
診
の
受
診
へ
つ
な

げ
る
よ
う
、
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

田
野
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議

会
で
は
、
子
供
の
頃
か
ら
食
の
大

切
さ
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
毎

年
、
幼
稚
園
児
か
ら
中
学
生
と
の

料
理
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
中
芸
消
防
署
職
員
の
健
康

意
識
向
上
の
た
め
料
理
教
室
も
実

施
し
ま
し
た
。

康
パ
ス
ポ
ー
ト
の
認
知
度
が
少
し

ず
つ
上
が
っ
て
き
て
お
り
、
現
在

の
取
得
者
数
は
１
３
３
人
で
す
。

　

虫
歯
予
防
へ
の
取
り
組
み
は
、

27
年
よ
り
幼
稚
園
か
ら
中
学
校
の

児
童
生
徒
に
対
し
、
保
護
者
の
了

承
の
も
と
、
週
１
回
の
フ
ッ
素
洗

（聞き手　国保連合会渡辺事務局長）

肺
が
ん
検
診
７
・
５
％
、
胃
が
ん
検

診
２
・
９
％
、
大
腸
が
ん
検
診
４
・

０
％
、
子
宮
が
ん
検
診
７
・
７
％
、

乳
が
ん
検
診
７
・
７
％
と
い
う
状
況

で
、
受
診
者
の
約
８
割
が
60
歳
以

上
で
す
。
60
歳
代
の
が
ん
に
よ
る

死
亡
が
多
い
た
め
、
働
き
盛
り
の

年
代
の
受
診
率
を
上
げ
る
た
め
の

環
境
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
「
高
知
県
版
糖
尿
病
性
腎
症
重

症
化
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
進
め

る
に
も
、
ま
ず
特
定
健
診
の
受
診

行
政
と
し
て
仕
掛
け
を
作
っ
て
い
く
。

「
田
野
町
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
」事
業
な
ど
を
展
開

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
専
門
事
業
者
へ
受
診

勧
奨
な
ど
の
委
託
を
行
い
、
被
保

険
者
の
意
識
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
を
か

け
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
健
診
結

果
は
説
明
会
を
開
催
し
、
生
活
習

慣
病
の
情
報
提
供
や
健
康
意
識
を

高
め
る
狙
い
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

各
地
区
協
力
者
の
戸
別
訪
問
に
よ

る
受
診
勧
奨
は
継
続
し
、
地
区
協

力
者
に
対
し
て
健
診
の
必
要
性
な

ど
の
知
識
を
習
得
し
て
も
ら
う
た

め
、訪
問
前
に
学
習
会
を
行
い
ま
す
。

人
口
減
少
・
少
子
化
対
策
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て

い
ま
す
か
。

　

田
野
町
で
は
人
口
減
少
が
続
い

て
い
ま
す
。
原
因
は
都
市
部
へ
の

人
口
流
出
が
大
き
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
国
立
社
会
保
障
人
口
問
題

研
究
所
に
よ
れ
ば
、
今
後
も
人
口

は
急
速
に
減
少
し
、
２
０
４
０
年

に
は
約
１
７
０
０
人
、
２
０
６
０

年
に
は
約
１
１
０
０
人
に
な
る
と

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
間
の
出

生
数
は
15
人
程
度
で
、
28
年
度
の

合
計
特
殊
出
生
率
は
１
・
４
４
で

し
た
。
田
野
保
育
所
の
園
児
数
28

人
、
田
野
幼
稚
園
の
園
児
数
48
人

で
、
待
機
児
童
は
０
人
で
す
。

　

27
年
度
か
ら
は
幼
稚
園
、
保
育

　

田
野
町
健
康
づ
く
り
推
進
会

「
ひ
ま
わ
り
会
」
で
は
「
田
野
し
く

ゆ
っ
く
り
歩
こ
う
会
in
モ
ネ
の
庭
」

と
題
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
他
に
も

健
康
に
関
す
る
講
演
会
や
町
の
健

診
日
の
補
助
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
会
員
が
高
齢
化
し
て
い
ま
す

が
、
で
き
る
範
囲
で
活
動
を
続
け

て
も
ら
う
よ
う
町
と
し
て
も
支
援

し
て
お
り
、
後
継
者
の
育
成
が
喫

緊
の
課
題
で
す
。

　

健
康
パ
ス
ポ
ー
ト
を
活
用
し
た

既
存
の
町
事
業
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
た
イ
ベ
ン
ト
を
数
多
く
実
施
し

て
い
ま
す
。
百
歳
体
操
交
流
大
会
、

教
育
委
員
会
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
テ

ス
ト
、産
業
祭
な
ど
へ
新
企
画
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
、
よ
り
多
く
の
ポ

イ
ン
ト
シ
ー
ル
を
付
与
す
る
仕
組

み
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　

町
独
自
の
「
田
野
町
健
康
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
事
業
で
は
、
週
２
日
以
上

30
分
程
度
の
汗
を
か
く
運
動
を
１

カ
月
記
録
す
る
と
５
ポ
イ
ン
ト
の

シ
ー
ル
を
付
与
し
て
い
ま
す
。
シ
ー

ル
10
枚
を
集
め
る
と
町
内
で
使
え

る
商
品
券
に
交
換
し
て
い
ま
す
。
健

口
を
開
始
し
ま
し
た
。
幼
稚
園
で

は
フ
ッ
素
洗
口
に
併
せ
、
毎
年
３

歳
児
保
護
者
へ
の
説
明
会
及
び
４
・

５
歳
児
を
対
象
と
し
て
、
う
が
い

教
室
を
実
施
し
、
小
中
学
校
で
は
、

給
食
後
の
歯
磨
き
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。

は
36
・
６
％
と
上
昇
し
た
も
の
の

依
然
と
し
て
低
い
状
況
で
す
。
四

国
一
小
さ
な
面
積
の
町
の
人
口
は

２
６
５
７
人
（
４
月
１
日
現
在
）
で
、

国
保
の
特
定
健
診
受
診
対
象
者
は

５
９
０
人
と
い
う
町
で
、
な
ぜ
受

診
率
が
低
い
の
か
。
特
定
健
診
未

受
診
者
の
約
７
割
が
す
で
に
生
活

習
慣
病
の
治
療
の
た
め
医
療
機
関

に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
小
さ

な
町
の
町
内
や
近
隣
の
町
村
に
も

複
数
の
医
療
機
関
が
あ
り
、
い
つ

で
も
す
ぐ
に
医
療
を
受
け
ら
れ
る

環
境
に
あ
る
影
響
は
否
め
ま
せ
ん
。

　

28
年
度
の
特
定
保
健
指
導
実
施

率
は
、
43
・
２
％
で
し
た
。
そ
の

う
ち
動
機
付
け
支
援
は
50
％
、
積

極
的
支
援
は
33
・
３
％
と
、
積
極

的
支
援
の
終
了
率
が
低
い
た
め
、

リ
タ
イ
ヤ
し
た
方
へ
の
フ
ォ
ロ
ー

を
課
題
に
根
強
い
サ
ポ
ー
ト
体
制

34 vol.335 vol.335
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所
の
給
食
費
を
無
料
化
し
、
第
３

子
以
降
は
保
育
料
を
無
料
化
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
昨
年
度
よ
り
第

２
子
以
降
も
無
料
化
し
、
子
育
て

世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　

田
野
保
育
所
お
よ
び
田
野
幼
稚

園
は
、
高
台
へ
の
移
転
を
計
画
し

て
お
り
、
32
年
４
月
の
開
園
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

田
野
町
に
定
住
す
る
意
思
の
あ

る
者
に
対
し
、「
す
こ
や
か
定
住

促
進
祝
金
」
と
し
て
、
３
人
以
上

出
産
時
に
10
万
円
の
出
産
祝
金
と
、

就
学
す
る
ま
で
毎
月
１
万
円
の
奨

励
金
を
支
給
し
、
田
野
町
の
義
務

教
育
を
受
け
て
い
る
間
は
給
食
費

相
当
額
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

28
年
に
、
津
波
に
よ
る
浸
水
の

心
配
の
な
い
高
台
地
区
に
住
宅
用

地
を
整
備
し
、
地
域
優
良
賃
貸
住

宅
14
戸
を
建
設
し
ま
し
た
。
こ
の

他
に
分
譲
住
宅
用
地
63
区
画
を
整

備
し
、
同
地
区
に
は
、
非
営
利
活

動
法
人
H
o
m
o
 L
u
d
e
n
s

が
運
営
す
る
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
も
あ
り
、
子
育
て
相
談
や
支

援
の
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
公
園
や
集
会
所
の
建
設
を

K
o
u
m
i
n
k
a
n
」
を
建
設

し
ま
し
た
。
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
、
児
童
発
達
支
援
な
ど
の
児

童
福
祉
法
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
給
付

の
み
な
ら
ず
、
小
学
校
へ
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
支
援

員
を
派
遣
し
た
り
、
保
護
者
会
へ

の
支
援
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
へ

の
支
援
な
ど
「
学
校
・
保
護
者
・

地
域
」
と
連
携
し
た
家
庭
教
育
支

援
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
芸
広
域
連
合
か
ら
の

委
託
事
業
と
し
て
、
中
芸
地
区
に

あ
る
７
園
の
保
育
所
、
幼
稚
園
を

巡
回
し
、子
供
と
集
団
遊
び
の
ワ
ー

ク
を
行
っ
た
後
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
な
ど
を
行
う
「
巡
回
相
談
専
門

員
整
備
事
業
」
や
、
保
健
師
、
ぷ

ら
う
ら
ん
ど
、在
宅
助
産
師
と
チ
ー

ム
に
な
っ
て
乳
幼
児
の
全
戸
訪
問

を
行
な
っ
た
り
、「
相
談
支
援
事
業
」

「
ど
よ
う
教
室
」「
ぴ
よ
ぴ
よ
教
室
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
代
の
母
親
の
多
く
が
育
児
の
伝

承
が
な
い
こ
と
か
ら
、
育
児
に
対
す

る
ス
ト
レ
ス
が
大
き
く
孤
立
し
て
し

ま
う
傾
向
に
あ
る
た
め
、
妊
娠
期
か

ら
母
親
に
寄
り
添
う
伴
奏
型
の
支
援

を
行
い
、
安
心
し
て
頼
れ
る
存
在
と

し
て
中
芸
地
区
の
ネ
ウ
ボ
ラ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

昨
年
５
月
、
地
域
子
育
て
支
援

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
よ
り
「
固
定
資
産
税
新

築
住
宅
補
助
金
」
と
し
て
、
田
野

町
に
定
住
意
思
の
あ
る
者
の
新
築

住
宅
に
か
か
る
固
定
資
産
税
の
一

部
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

空
家
や
空
き
地
の
利
活
用
を
促

す
た
め
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

「
空
家
情
報
バ
ン
ク
・
空
き
地
情
報

バ
ン
ク
」
と
し
て
、
家
賃
や
建
物

な
ど
の
概
要
を
掲
載
し
、
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
田
野
町
へ

の
移
住
を
希
望
す
る
町
外
の
方
を

対
象
と
し
て
、
田
舎
暮
ら
し
が
体

験
で
き
る
短
期
滞
在
型
施
設
「
移

住
体
験
住
宅
」を
整
備
し
て
い
ま
す
。

中
芸
広
域
連
合
保
健
福
祉
課
で

は
、
子
育
て
支
援
に
お
い
て
も
幅

広
く
手
厚
い
支
援
を
行
っ
て
お

り
、
行
政
だ
け
で
な
く
民
間
の
手

法
や
知
恵
も
取
り
入
れ
、
共
同
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
24
年
度

に
子
ど
も
の
発
達
支
援
を
専
門
と

す
る
非
営
利
活
動
法
人
H
o
m
o
 

L
u
d
e
n
s
が
参
入
し
て
き
ま

し
た
。
同
年
、児
童
福
祉
施
設
「
ぷ

ら
う
ら
ん
ど
中
芸
」
を
建
設
、
さ

ら
に
28
年
度
に
は
、
児
童
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
「
ぷ
ら
う
ら
ん
ど

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
、
社
会
資
源

の
開
発
な
ど
、
地
域
の
障
が
い
福

祉
に
関
し
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
24
年
度
よ
り
、
地
域
づ
く
り

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
、

誰
も
が
中
芸
地
域
で
安
心
し
て
社

会
参
加
で
き
る
よ
う
、
人
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
就
労

に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

10
年
先
、
20
年
先
、
地
域
で
困

り
そ
う
な
こ
と
、
目
指
す
姿
、
で

き
る
こ
と
、
で
き
そ
う
な
こ
と
を

考
え
、
そ
の
た
め
に
何
が
必
要
か
、

地
域
で
考
え
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

拠
点
「
遊あ

そ

分ぶ
ん

舎じ
ゃ

」
を
開
設
し
ま
し
た
。

支
援
員
に
は
、
先
輩
マ
マ
を
配
置

し
、母
親
の
育
児
不
安
に
寄
り
添
っ

て
い
ま
す
。
遊
分
舎
は
、
い
つ
来

て
も
い
つ
帰
っ
て
も
い
い
、
誰
で

も
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
居
心
地
の

良
い
場
所
と
し
て
、
利
用
者
同
士

が
思
い
を
共
有
し
、
育
ち
合
う
体

制
づ
く
り
や
支
援
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
作
業
療
法
士
や
栄

養
士
、
保
健
師
に
よ
る
専
門
的

な
相
談
や
支
援
が
で
き
る
体
制
を

と
っ
て
い
ま
す
。

　

22
年
度
に
障
が
い
者
自
立
支
援

協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
相
談
支
援

事
業
所
や
地
域
の
関
係
機
関
と
の

町
外
へ
田
野
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る

高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保
や

見
守
り
支
援
を
行
う

高
齢
化
対
策
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

４
月
１
日
現
在
の
65
歳
以
上
の

高
齢
者
は
１
０
７
２
人
で
人
口
に

占
め
る
割
合
は
40
・
３
５
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
全
国
の
高
齢
者
の
割

合
が
３
割
で
あ
る
の
に
対
し
、
田

野
町
は
大
き
く
上
回
り
４
割
に
達

し
て
い
ま
す
。
ま
た
75
歳
以
上
の

独
居
高
齢
者
は
２
０
０
人
程
度
と

見
ら
れ
ま
す
。

　

田
野
町
は
小
さ
な
町
で
あ
り
な

が
ら
、
町
の
中
心
部
に
病
院
、
銀
行
、

役
場
、
量
販
店
が
集
中
し
て
い
る

た
め
、
高
台
地
区
や
町
中
心
部
か

ら
離
れ
た
集
落
地
域
に
住
む
町
民

の
移
動
手
段
は
専
ら
車
に
頼
っ
て

い
ま
す
。
23
年
度
よ
り
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
、
下

肢
が
不
自
由
な
方
の
外
出
支
援
事

業
と
し
て
月
額
３
０
０
０
円
分
の

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
交
付
し
て

地
域
で
で
き
る
介
護
予
防
と

地
域
の
中
で
支
え
る

仕
組
み
づ
く
り
を

学
が
行
う
、
高
齢
者
の
脳
の
健
康

状
態
と
危
険
運
転
の
関
係
性
を
調

べ
る
研
究
事
業
の
被
験
者
と
し
て
、

町
在
住
の
70
歳
以
上
の
高
齢
ド
ラ

イ
バ
ー
が
参
加
す
る
た
め
、
研
究

の
成
果
は
今
後
の
高
齢
者
対
策
の

事
業
に
活
か
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

事
業
に
つ
い
て
は
、
田
野
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
委
託
し
、「
に
こ
に

こ
サ
ロ
ン
」
に
て
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、食
事
や
送
迎
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

サ
テ
ラ
イ
ト
サ
ロ
ン
と
し
て
町
内

全
域
の
13
地
区
で
い
き
い
き
百
歳

体
操
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

こ
れ
ま
で
の
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い

い
ま
す
。
１
割
負
担
で
利
用
で
き
、

現
在
51
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保
は
、

行
政
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
、
昨

年
１
月
か
ら
試
験
的
に
町
内
全
域

に
１
台
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

走
ら
せ
、
そ
の
後
、
定
時
定
路
線

の
４
路
線
で
本
格
運
行
に
移
行
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
１
台
で
は
運

行
曜
日
な
ど
、
多
様
化
す
る
ニ
ー

ズ
に
応
え
切
れ
て
い
な
い
現
状
が

あ
り
ま
す
。

　

運
転
免
許
を
自
主
返
納
す
る
方

も
出
て
来
始
め
て
い
ま
す
が
、
生

活
は
た
ち
ま
ち
不
便
と
な
る
た
め
、

運
転
へ
の
不
安
を
抱
え
な
が
ら
も

車
を
運
転
す
る
高
齢
者
は
多
く
い

ま
す
。
今
年
度
か
ら
高
知
工
科
大

セ
ン
タ
ー
事
業
は
、高
齢
者
に
偏
っ

た
支
援
で
あ
っ
た
た
め
、
昨
年
の

夏
休
み
期
間
中
を
利
用
し
て
「
に

こ
に
こ
食
堂
」
と
題
し
、
こ
ど
も

食
堂
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
平
均

利
用
者
が
20
人
と
好
評
で
、
高
齢

者
と
子
ど
も
の
交
流
に
も
な
る
た

め
、
冬
休
み
な
ど
長
期
休
暇
期
間

中
に
継
続
し
て
実
施
す
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。

　

独
居
高
齢
者
の
孤
独
死
な
ど
の

対
策
に
つ
い
て
も
重
要
で
す
。
社

会
福
祉
協
議
会
が
行
う
配
食
サ
ー

ビ
ス
を
23
人
程
が
利
用
し
て
い
ま

す
。１
食
４
０
０
円
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
弁
当
を
自
宅
に
届
け
る
こ
と

で
高
齢
者
の
安
否
確
認
を
行
っ
て

お
り
、
弁
当
を
食
べ
て
い
な
い
な

ど
、
異
変
が
あ
れ
ば
ケ
ア
マ
ネ
や

保
健
師
に
つ
な
ぐ
な
ど
迅
速
な
支

援
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
独

居
高
齢
者
の
見
守
り
支
援
と
し
て
、

65
歳
以
上
の
独
居
高
齢
者
お
よ
び

身
体
障
害
者
で
、
緊
急
時
の
対
応

が
困
難
な
方
に
対
し
、
緊
急
通
報

装
置
を
設
置
し
て
24
時
間
３
６
５

日
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。
現
在
の
利
用
者
は
19

人
で
す
。
緊
急
ボ
タ
ン
を
押
す

と
、
委
託
先
の
管
理
会
社
か
ら
状

況
確
認
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て

緊
急
連
絡
先
の
家
族
に
連
絡
し
た

り
、
救
急
機
関
へ
出
動
要
請
を
行

い
ま
す
。
相
談
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
24
時
間
、
利
用

者
の
生
活
や
健
康
の
悩
み
に
対
応

す
る
他
、
毎
月
２
回
安
否
確
認
の

「
お
元
気
コ
ー
ル
」
に
て
様
々
な
相

談
や
日
常
生
活
な
ど
の
様
子
を
確

認
し
て
お
り
、
そ
の
情
報
は
役
場

に
報
告
さ
れ
、
必
要
に
応
じ
て
支

援
ケ
ー
ス
に
つ
な
い
で
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
よ
り
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
に
「
郵
便
局
の
み
ま

も
り
サ
ー
ビ
ス
」
を
加
え
て
い
ま

す
。
県
外
に
暮
ら
す
子
ど
も
な
ど

が
、
田
野
町
に
住
む
親
な
ど
の
健

康
状
態
を
郵
便
局
員
に
確
認
し
て

も
ら
う
サ
ー
ビ
ス
で
、
郵
便
局
と

利
用
者
と
の
個
人
契
約
と
な
り
ま

す
。
現
在
、
ま
だ
利
用
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
今
後
は
利
用
者
の
同
意

が
得
ら
れ
れ
ば
、
町
の
支
援
サ
ー

ビ
ス
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
づ
く
り

を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
事
業
費

補
助
金
を
活
用
し
て
、
在
宅
で

の
食
事
管
理
が
で
き
ず
低
栄
養
や

過
体
重
の
傾
向
に
あ
る
方
に
対
し
、

薬
剤
師
に
よ
る
栄
養
ケ
ア
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
う
フ
レ
イ
ル
対
策
事
業

を
昨
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
の
状
況
は
い
か
が
で
す

か
。

　

田
野
町
に
お
け
る
平
均
寿
命
は

男
性
79
・
２
歳
、
女
性
86
歳
で
、

健
康
寿
命
と
の
差
で
介
護
が
必
要

と
さ
れ
る
期
間
は
約
16
年
間
で

す
。
少
子
高
齢
化
に
よ
り
１
・
２
人

に
１
人
が
高
齢
者
を
支
え
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。
介
護
保
険
被

保
険
者
数
は
30
年
２
月
末
時
点
で

１
０
７
８
人
、
そ
の
う
ち
要
支
援
・

要
介
護
認
定
者
数
は
２
０
９
人
で

す
。
し
か
し
、
認
定
を
受
け
て
も

未
利
用
の
方
も
い
ま
す
。
認
定
の

審
査
費
用
も
か
か
る
た
め
、
ま
ず

は
ど
う
い
う
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
必

要
な
の
か
を
聞
き
取
っ
た
上
で
申

請
を
受
け
付
け
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　

中
芸
地
区
の
介
護
保
険
給
付
は
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医
療
費
の
抑
制
に
努
め
る

年
々
増
え
続
け
、
28
年
度
の
保

険
給
付
費
は
約
14
億
円
に
膨
れ
上

が
り
、
内
訳
は
在
宅
サ
ー
ビ
ス
が

４
５
６
、８
２
５
千
円
で
、
う
ち

35
％
が
通
所
介
護
、
18
％
が
訪

問
介
護
の
利
用
と
な
っ
て
い
ま

す
。
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
が

１
８
６
、４
４
７
千
円
で
、
町
内
の

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
い
し
ん
の
郷
」

が
55
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
施
設

サ
ー
ビ
ス
が
５
８
２
、６
１
８
千
円

で
中
芸
地
区
に
あ
る
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
愛
光
園
」
は
待
機
者

が
約
80
人
い
ま
す
。

　

今
年
１
月
に
田
野
病
院
が
「
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
た
の
」
を

立
ち
上
げ
、
４
月
に
は
「
安
芸
圏

域
入
退
院
連
絡
手
引
き
」
が
完
成

し
ま
し
た
が
、
そ
の
運
用
に
は
ま

だ
定
着
で
き
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

地
域
で
で
き
る
介
護
予
防
に
つ

い
て
、毎
月「
介
護
予
防
戦
略
会
議
」

を
開
催
し
、
中
芸
各
町
村
高
齢
者

担
当
、
保
健
師
、
中
芸
広
域
連
合

担
当
者
な
ど
で
、
地
域
の
課
題
や

介
護
予
防
の
方
向
性
な
ど
の
共
有

を
図
り
、
認
知
症
が
あ
っ
て
も
誰

も
が
通
え
る
住
民
主
体
の
通
い
の

場
づ
く
り
や
仕
組
み
づ
く
り
に
つ

い
て
検
討
し
た
り
、
集
会
所
や
身

近
な
場
所
で
の
介
護
予
防
活
動
を

支
援
し
、
リ
ハ
ビ
リ
職
や
保
健
師

に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
や
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

28
年
度
末
よ
り
、
多
職
種
連
携

で
地
域
ケ
ア
会
議
や
認
知
症
初

期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、

新
た
な
資
源
の
必
要
性
や
在
宅
医

療
・
介
護
の
連
携
に
つ
い
て
課
題

な
ど
の
把
握
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
度
か
ら
は
、訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
看
護
師
や
在
宅
看
護
や

が
ん
看
護
の
専
門
看
護
師
、
医
師
、

障
が
い
者
の
相
談
専
門
員
・
作
業

療
法
士
と
で
、
医
師
会
へ
の
働
き

か
け
や
医
療
・
介
護
連
携
推
進
協

議
会
の
立
ち
上
げ
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

地
域
に
住
む
高
齢
者
の
様
々
な

相
談
を
受
け
止
め
、
適
切
な
機

関
、
制
度
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
結

び
つ
け
る
医
療
と
介
護
の
連
携
し

た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
と
し
て
、

毎
月
、関
係
機
関
が
集
ま
り
「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

や
民
間
事
業
所
と
共
に
、
介
護
保

険
制
度
や
介
護
予
防
事
業
だ
け
で

は
解
決
し
な
い
制
度
の
狭
間
の
支

援
に
つ
い
て
、
地
域
の
中
で
支
え

る
仕
組
み
づ
く
り
を
考
え
て
い
ま

す
。
今
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
の
多
く

は
食
事
や
掃
除
、
買
い
物
な
ど
生

活
支
援
に
関
す
る
も
の
で
す
。
し

か
し
、
多
様
化
す
る
支
援
ケ
ー
ス

を
多
く
抱
え
、
仕
組
み
や
ル
ー
ル

が
変
わ
ら
な
い
と
乗
り
越
え
ら
れ

な
い
状
況
に
き
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
以

外
の
事
業
の
創
設
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
住
民
パ

ワ
ー
を
活
用
す
る
仕
組
み
が
必
要

と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

27
年
度
の
介
護
保
険
制
度
改
正

に
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

地
域
の
多
様
な
主
体
を
活
用
し
な

が
ら
、
高
齢
者
の
生
活
を
支
援
し

て
い
く
こ
と
と
な
り
、
生
活
支
援

体
制
整
備
に
向
け
た
調
整
役
と
し

て
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
委
託
し

て
い
ま
す
。

　

民
間
介
護
施
設
の
空
き
部
屋
を

無
償
開
放
し
て
も
ら
い
、
20
人
程

度
の
高
齢
者
が
週
２
日
集
ま
る「
な

ご
や
か
広
場
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
に
集
ま
る
高
齢
者
の
多
く
は
独

居
の
女
性
で
あ
り
、
自
主
的
に
集

ま
っ
て
い
ま
す
。
お
し
ゃ
べ
り
を

し
た
り
、
歌
や
体
操
な
ど
、
お
の

お
の
が
自
由
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

「
家
に
一
人
で
い
る
よ
り
も
、
こ
こ

に
来
れ
ば
話
し
相
手
が
い
て
楽
し

い
の
で
、
広
場
の
日
が
待
ち
遠
し

い
」
と
言
う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

　

き
っ
か
け
は
、
27
年
に
当
時
の

保
健
師
が
独
居
の
高
齢
女
性
を

地
区
の
い
き
い
き
百
歳
体
操
へ
誘

い
出
し
を
す
る
も
、
な
か
な
か
参

加
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

「
無
理
や
り
外
に
連
れ
出
そ
う
と
は

思
わ
な
い
。
一
緒
に
地
域
で
住
民

同
士
が
助
け
合
う
仕
組
み
を
考
え

た
い
」
と
真
剣
に
話
を
し
て
い
く

う
ち
に
、
自
分
の
思
い
を
聞
い
て

く
れ
る
こ
と
の
大
切
さ
や
楽
し
さ

に
気
づ
き
、
居
場
所
・
集
い
の
場

づ
く
り
の
話
が
進
ん
で
い
き
ま
し

た
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
自

然
に
築
け
る
「
な
ご
や
か
広
場
」
は
、

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
目
指

す
、
助
け
合
い
・
支
え
合
い
の
ま

ち
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

呼
び
か
け
て
集
ま
っ
た
住
民
と

行
政
機
関
と
で
、
地
域
で
の
困

り
事
や
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
、

課
題
な
ど
を
話
し
合
う
場
と
し
て
、

昨
年
「
田
野
町
の
「
住
民
主
体
の

活
動
」
を
応
援
す
る
会
」
が
立
ち

上
が
っ
て
い
ま
す
。

国
保
に
お
け
る
問
題
点
と
課
題
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
町
村
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
医

療
費
の
適
正
化
や
保
健
事
業
に
力

を
入
れ
、
医
療
費
の
抑
制
に
努
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
保
険
者

努
力
支
援
制
度
に
よ
っ
て
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
た
り
、
国
保
事

業
費
納
付
金
の
算
定
で
も
他
市
町

村
と
競
争
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
田
野
町
の
よ
う
な
小
規
模

な
保
険
者
は
、
１
人
、
２
人
に
高

額
な
医
療
費
が
発
生
す
れ
ば
、
す

ぐ
に
一
人
当
た
り
医
療
費
が
跳
ね

上
が
り
ま
す
。
定
年
を
迎
え
国
保

に
加
入
し
た
方
に
重
大
な
疾
病
が

み
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

平
均
寿
命
が
伸
び
続
け
て
い
る

中
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
も

含
め
、
我
が
国
の
皆
保
険
制
度
の

維
持
と
高
知
版
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
最
後
ま
で
尊

厳
の
あ
る
人
生
を
全
う
で
き
る
よ

う
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

共
同
処
理
な
ど
へ
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を

町
の
魅
力
発
信
を
一
過
性
で

終
わ
ら
せ
ず
、さ
ら
な
る
発
展
に

向
け
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

田
野
町
の
特
色
あ
る
取
り
組
み
や

学
術
・
産
業
・
観
光
な
ど
の
地

域
振
興
事
業
、
町
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

　

完
全
天
日
塩
「
田
野
屋
塩
二
郎
」

は
都
内
の
高
級
料
理
店
や
海
外
か

ら
も
注
文
が
入
る
人
気
商
品
で
す
。

隣
接
し
た
土
地
に
町
が
製
塩
体
験

施
設
を
建
設
し
、
新
た
な
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

道
の
駅
「
田
野
駅
屋
」
は
、
年

間
22
万
人
以
上
が
訪
れ
ま
す
。
旬

の
野
菜
や
お
惣
菜
な
ど
の
ご
当
地

グ
ル
メ
が
所
狭
し
と
並
び
、
情
報

発
信
コ
ー
ナ
ー
で
は
県
東
部
の
観

光
な
ど
の
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

田
野
町
は
歴
史
的
な
文
化
や
建

造
物
も
多
く
残
る
町
で
す
。
高
知

県
初
の
内
閣
総
理
大
臣
と
な
っ
た

「
浜
口
雄
幸
の
旧
邸
」
や
、「
二
十
三

士
の
墓
」、「
清
岡
道
之
助
旧
邸
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
、
幕
末
維
新
博
が
開
幕
し
、

「
岡
御
殿
」
が
地
域
会
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。
現
在
は
県
指
定
文
化
財

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

岡
御
殿
の
西
側
に
あ
る
旧
岡
家

の
住
宅
「
西
の
岡
邸
」
は
、
タ
レ

ン
ト
の
ユ
ー
ジ
さ
ん
が
リ
ー
ダ
ー

と
な
っ
て
、
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
専
門
家
と
と
も
に
「
旧
岡
家
住

宅
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
行
い

ま
し
た
。

　

志
国
高
知
幕
末
維
新
博
の
地

域
会
場
と
な
る
岡
御
殿
と
そ
の

関
連
史
跡
を
巡
る
循
環
型
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
「
四
国
一
小
さ
な
町
に

出
現
！　

ま
ち
な
か
お
ば
け
ス
ト

リ
ー
ト
」
を
開
催
し
、
町
内
外
か

ら
約
１
０
０
０
人
が
訪
れ
る
ほ
ど

の
大
反
響
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
春
の
田
野
日
和
de
の
お
き
ゃ
く
」

「
四
国
一
小
さ
な
町
！　

肉
フ
ェ
ス

ガ
ッ
ツ
リ
！　

ほ
お
バ
ル
フ
ェ
ス

タ
in
た
の
」「
た
の
イ
ル
ミ
」
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
新
企
画
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
町
の
魅
力
を
発
信
し

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
一
過
性
で
終
わ
ら
せ
る
こ

と
な
く
、
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
、

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

西
日
本
最
大
の
森
林
鉄
道
が
駆

け
巡
っ
た
中
芸
地
区
は
、
ゆ
ず
栽

培
に
力
を
注
ぎ
、
日
本
一
の
生
産

量
を
誇
っ
て
い
ま
す
。こ
の
ス
ト
ー

リ
ー
が
「
森
林
鉄
道
か
ら
日
本
一

の
ゆ
ず
ロ
ー
ド
へ
」
と
し
て
、
昨

年
、
日
本
遺
産
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
森
林
鉄
道
の
名
残
「
八
幡
山

跨
線
橋
」、「
立
岡
二
号
桟
道
」
も

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
８
月
よ
り
、
町
内
各

集
会
所
な
ど
に
「
ご
意
見
箱
」
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
人
前
で
意
見

を
言
え
な
い
人
の
意
見
も
聞
き
、

一
人
一
人
丁
寧
に
答
え
を
返
し
て

い
く
取
り
組
み
で
す
。

常
石
町
長
ご
自
身
が
健
康
に
対

し
て
普
段
か
ら
気
を
付
け
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

な
る
べ
く
自
分
に
ス
ト
レ
ス
を

与
え
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
い

ま
す
。
日
常
の
中
で
意
図
的
に
歩

く
、
体
を
使
う
、
力
仕
事
な
ど
汗

を
か
く
こ
と
を
行
う
こ
と
で
、
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
食
事
の
面
で
は
地
元
で
と

れ
る
季
節
ご
と
の
野
菜
を
よ
く
取

る
よ
う
に
心
が
け
て
お
り
、
趣
味

の
盆
栽
や
ア
ウ
ト
ド
ア
な
ど
で
気

分
転
換
も
し
て
い
ま
す
。

り
、
日
々
の
業
務
を
こ
な
す
こ
と

で
精
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
働

き
方
改
革
が
叫
ば
れ
る
今
日
、
少

し
で
も
事
務
の
軽
減
や
効
率
化
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
共
同

処
理
な
ど
へ
の
取
り
組
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

今
後
、
国
保
連
合
会
に
望
む
事

業
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）

シ
ス
テ
ム
を
重
症
化
予
防
の
効
果

的
な
事
業
展
開
が
で
き
る
よ
う
、

デ
ー
タ
分
析
力
向
上
の
研
修
な
ど

の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
各
市

町
村
の
取
り
組
み
が
高
知
県
全
体

の
健
康
増
進
に
つ
な
が
り
、
全
国

へ
と
発
信
で
き
れ
ば
素
敵
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
国
保
事
務
担
当
者
も
短

期
間
で
人
事
異
動
す
る
こ
と
も
あ

常石町長の作品
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温暖で豊かな自然に
恵まれた田園の町

いちおしスポット

　町民おばけがお出迎え！！　大名行列の道がおば
け通りに大変身！志国高知幕末維新博の地域会場
である「岡御殿」とその関連史跡を巡るイベントとし
て、町民参加型イベントを開催します。岡御殿から芝
商店街を中心として、幕末の志士、野根山二十三士
が眠る福田寺までの約 500 メートルを会場に、町民
手作りのお化けストリートを出現させます。
■実施日／平成 30 年 9月22日（土）
■場所／岡御殿～芝商店街～福田寺

　鉄道「ごめん・なはり線」田野駅と一体となった道の駅。
地元の産品が集まる直販コーナーや軽食コーナーを併設
し、小さな田野町のすべてがぎゅっと詰まった施設です。
位置的にも高知県東部のほぼ中心となる当施設の情報
発信コーナーでは、様々な「生」の情報が入手できます。
■営業時間／午前 7 時 30 分～午後 5 時 30 分
■休館日／年末年始
■場所／高知県安芸郡田野町 1431-1
　TEL&FAX	 0887-32-1077（直販コーナー）
	 	 0887-38-7820（情報発信コーナー）

まちなかおばけストリート

四国一小さな町に出現！

　二十三士の殉節の地であり、現在は地域住民の憩
いの場として、春の桜をはじめ、季節の花々が咲き、子ど
もから大人まで多くの人が訪れる場所となっています。
また、12 月には、町民手作りの「田野イルミｄｅおきゃく」
も開催され、田野町の新たなスポットとして注目を集め
ています。
■場所／安芸郡田野町
　（田野駅から東に約 1,000メートル）
■連絡先／ 0887-38-2511（田野町教育委員会）
　0887-38-2813（まちづくり推進課）

選
ぶ
の
も
楽
し
い
元
気
な
道
の
駅

道
の
駅 

田
野
駅
屋

花
見
や
キ
ャ
ン
プ
、家
族
で
楽
し
め
る

二
十
三
士
公
園

詳しくは、田野町役場までお問い合わせください。
● TEL 0887-38-2811
● URL http://www.chugei .or . jp/tano/

まちなかおばけストリート
岡御殿

55 55

二十三士公園

田野町完全天日塩製塩体験施設

道の駅 田野駅屋

田野町立図書館

至 北川村

至 室戸市

至 安芸市

たのたの温泉

　四国初の厚生労働大臣認定、温泉利用プログラム型
健康増進施設で、一般の方を対象とした入浴施設です。
医療機関と提携しており、より安全で効果的な健康づくり
のプログラムを提供しています。
■営業時間／平日　12：00 ～ 21：00
　土日祝　10：00 ～ 21：00（最終受付　20：30）
■休館日／木曜日（祝日は営業）
■料金／大人（中学生）700 円
　小学生以下（3 歳まで） 300 円
　幼児（2 歳以下）100 円
■場所／安芸郡田野町 636 番地 1
　TEL 0887-38-3566

00 00国道 県道

206

天
日
塩
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

温
泉
利
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
型
健
康
増
進
施
設

高
知
県
指
定
文
化
財

田
野
町

完
全
天
日
塩
製
塩
体
験
施
設

た
の
た
の
温
泉

岡
御
殿

　太陽熱と風力の自然エネルギーだけで塩を作っ
ており、日本でも数少ない完全天日塩の塩づくりを
間近で見学・体験することができます。ご家族やお
友達と天日塩づくりにチャレンジしてみませんか。
■期間／通年
■人数／見学 1～ 20 名、体験 1～ 10 名　
　※体験は事前申込が必要です。
■時間／午前 9 時～午後 4 時（最終入館）
■休館日／火曜日（祝祭日の場合は翌日）
■料金／見学 400 円、体験 800 円
■場所／安芸郡田野町 2703 番地 6　
　TEL 0887-38-2390

　天保 15（1844）年、田野浦の豪商と称された岡家（米屋）により建
てられた、書院造が特徴の県指定文化財。岡家と土佐藩の関わり、
建築的特徴や、岡家に伝わる貴重な品 を々展示しています。また、当
時の雰囲気が体感できる「お殿様・お姫様体験」ができます。 写真
撮影のほか、お殿様・お姫様気分で館内を見学できます。
■開館時間／ 9：00 ～ 16：30
■休館日／火曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始
■料金／大人 500 円（300 円）、中高生 300 円（200 円）
　※（　）は団体 20 名以上の料金
■お殿様・お姫様体験／大人：1,000 円　子ども：500 円

　中芸地区（田野町、安田町、奈半利町、北
川村、馬路村）で唯一の公立図書館であり、
一般図書約 2,000 冊、児童書約 13,000 冊
を収蔵しています。中芸地区在住者、田野町
内の企業や事業所等に勤務されている方が
利用でき、雑誌や映像ライブラリーの他、読み
聞かせ（おはなし会）や楽しいイベント等も開
催しています。また、県立図書館収蔵の図書
を取り寄せて借りることもできますのでお気軽
にお問い合わせください。
■開館時間／午前 9 時 30 分～午後 6 時
■休館日／月曜日、祝・祭日、年末年始
■貸出期間／ 14日以内

中
芸
地
区
唯
一の
公
立
図
書
館

田
野
町
立
図
書
館
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須崎市役所 健康推進課のみなさん

面積　135.44k㎡
人口　22,244 人
国保被保険者数　6,689 人
高齢化率　37.8％
（平成 30年 5月末現在）

ドラゴンカヌー

ORANKU NO HOKENJIGYO

メジカ刺身

須崎市
Vol.84

いつまでもいきいきと健やかに
暮らせるまちを目指して

清
流
新
荘
川
と

し
ん
じ
ょ
う
君
の
ま
ち
須
崎

　

須
崎
市
は
、
高
知
市
か
ら
西
へ
約
30
㎞
、

高
知
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
平
成
30
年

４
月
末
現
在
の
人
口
は
約
２
万
２
千
人
で
す
。

海
山
川
の
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
古
く
か

ら
農
業
や
漁
業
が
盛
ん
で
、
カ
ツ
オ
や
ウ
ツ

ボ
、
伊
勢
エ
ビ
と
い
っ
た
海
の
幸
、
ポ
ン
カ

ン
や
文
旦
、
ミ
ョ
ウ
ガ
な
ど
の
山
の
幸
が
味

わ
え
ま
す
。
ま
た
、
日
本
一
熱
い
ラ
ー
メ
ン

と
し
て
「
鍋
焼
き
ラ
ー
メ
ン
」
が
有
名
で
す
。

そ
の
モ
チ
ー
フ
の
帽
子
を
被
っ
た
す
さ
き
す

き
キ
ャ
ラ
「
し
ん
じ
ょ
う
君
」
は
、ゆ
る
キ
ャ

ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
６
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を

獲
得
し
、
日
本
全
国
、
そ
し
て
海
外
で
も
須

崎
市
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広

く
展
開
し
て
い
る
須
崎
市
の
保
健
事
業
を
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

カ
ン
ガ
ル
ー
ぽ
っ
け
開
設
中

　

須
崎
市
で
は
、「
安
心
し
て
妊
娠
、
出
産
、

子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
須
崎
」を
目
指
し
て
、

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し

て
い
ま
す
。「
カ
ン
ガ
ル
ー
ぽ
っ
け
」
で
は
、

妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
に
つ
い
て
、
助
産
師

や
保
健
師
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
出
産

後
、
２
週
間
以
内
に
助
産
師
が
訪
問
し
、
母

乳
の
飲
ま
せ
方
、
お
母
さ
ん
の
産
後
の
体

調
、
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
の
増
加
な
ど
に
つ
い

て
相
談
に
乗
っ
て
い
ま
す
。「
ミ
ル
ク
や
お
っ

ぱ
い
が
足
り
て
い
る
か
心
配
」「
赤
ち
ゃ
ん

が
泣
き
や
ま
な
い
と
き
は
ど
う
し
た
ら
い

い
？
」
な
ど
、
お
母
さ
ん
の
不
安
や
子
育
て

の
疑
問
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
心
が
け
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
４
月
よ
り
、
産
前
産
後
ヘ

ル
パ
ー
派
遣
事
業
を
始
め
ま
し
た
。
妊
娠
中

や
出
産
後
の
体
調
の
変
化
に
よ
っ
て
家
事
や

育
児
が
し
づ
ら
く
な
っ
た
人
に
、
ヘ
ル
パ
ー

が
訪
問
し
て
、
そ
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。

　
「
須
崎
市
で
子
育
て
し
て
よ
か
っ
た
」
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
今
後
も
活
動
の
幅

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

妊
娠
中
か
ら
高
齢
者
ま
で

～
歯
科
保
健
の
取
り
組
み

　

須
崎
市
で
は
、「
し
っ
か
り
・
ピ
ッ
カ
リ
・

子育て世代包括支援センター

子育て世代包括支援センター
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に
っ
こ
り
運
動
」
事
業
と
し
て
、
妊
婦
か
ら

高
齢
者
ま
で
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
沿
っ
た

歯
科
保
健
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
妊
婦
教

室
か
ら
始
ま
り
、
乳
幼
児
健
診
、
保
育
園
・

幼
稚
園
や
小
中
学
校
で
の
歯
科
指
導
を
充
実

さ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
定
健
診
で
の
歯

科
衛
生
士
に
よ
る
保
健
指
導
、
高
齢
者
で
は

口
腔
機
能
向
上
を
目
指
し
、
か
み
か
み
百
歳

体
操
や
口
腔
ケ
ア
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
話

を
し
て
い
ま
す
。
乳
幼
児
健
診
・
育
児
相
談

等
で
、
む
し
歯
予
防
や
仕
上
げ
磨
き
指
導
を

続
け
た
結
果
、
12
年
に
２
・
４
５
本
だ
っ
た

３
歳
児
一
人
当
た
り
む
し
歯
本
数
も
29
年
度

は
０
・
５
２
本
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
園
、
小
学
校
の
フ
ッ
化
物
洗

口
の
導
入
に
よ
り
永
久
歯
の
む
し
歯
本
数
も

減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。
永
久
歯
を
む
し
歯

や
歯
周
病
か
ら
守
る
こ
と
は
、
高
齢
者
に

な
っ
て
も
、
よ
く
噛
ん
で
、
し
っ
か
り
食
べ
、

元
気
な
身
体
を
維
持
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。
い
つ
ま
で
も
「
し
っ
か
り
食
べ
て
、

ピ
ッ
カ
リ
な
歯
で
、
に
っ
こ
り
笑
顔
」
を
目

指
し
、
支
援
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

健
康
づ
く
り
推
進
委
員
と

創
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ

　

須
崎
市
で
は
27
年
度
か
ら
、
健
康
づ
く
り

推
進
委
員
と
須
崎
市
内
８
地
区
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
マ
ッ
プ
作
成
に
取
り
組
み
、
昨
年
度
、

す
べ
て
の
地
区
の
マ
ッ
プ
が
完
成
し
ま
し

た
。

　

作
成
に
あ
た
っ
て
は
健
康
づ
く
り
推
進
委

員
と
と
も
に
距
離
や
所
要
時
間
を
計
測
し
、

歩
道
の
安
全
性
や
ト
イ
レ
休
憩
が
で
き
る
か

な
ど
の
快
適
さ
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、

見
ど
こ
ろ
や
休
憩
ポ
イ
ン
ト
を
盛
り
込
み
、

地
域
の
歴
史
や
文
化
を
た
ど
る
コ
ー
ス
も
取

り
入
れ
る
な
ど
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
マ
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
は
市
役
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
ま
た
、
健
診
な
ど
の
際
、
持
ち
帰
り

で
き
る
よ
う
に
し
、
市
民
が
気
軽
に
活
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
地
図
や
解
説
、

し
ん
じ
ょ
う
君
の
イ
ラ
ス
ト
も
載
せ
、
個
人

で
の
活
用
は
も
ち
ろ
ん
、
研
修
会
や
ふ
れ
あ

い
交
流
事
業
な
ど
で
も
活
用
し
、
楽
し
み
な

が
ら
健
康
増
進
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

すさきウォーキングマップ（南地区版）

保育園（年長児）歯科指導

ORANKU NO HOKENJIGYO

あすなろ農園

あ
す
な
ろ
農
園
で
の
ひ
き
こ
も

り
が
ち
な
人
へ
の
支
援

　
「
何
か
し
た
い
け
ど
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

わ
か
ら
な
い
」「
ど
ん
な
所
へ
行
っ
た
ら
い

い
の
？
」「
人
と
話
す
こ
と
は
苦
手
だ
け
れ

ど
少
し
話
し
て
み
た
く
な
っ
た
」
そ
ん
な
方

た
ち
が
少
し
ず
つ
、
作
業
を
通
し
て
周
り
と

交
流
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
発
足
し
た
の

が
あ
す
な
ろ
農
園
で
す
。

　

26
年
か
ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、

毎
週
７
～
８
人
程
が
農
園
作
業
に
精
を
出

し
、
キ
ャ
ベ
ツ
・
ナ
ス
・
ト
マ
ト
・
カ
ボ
チ
ャ
・

ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
季
節
に
応
じ
た
野
菜
を
育

て
、収
穫
し
て
い
ま
す
。
収
穫
し
た
野
菜
は
、

作
業
所
な
ど
へ
販
売
し
た
り
、
収
穫
祭
と
称

し
た
調
理
・
昼
食
会
を
開
催
し
た
り
し
て
い

ま
す
。

　

参
加
者
が
作
業
に
慣
れ
た
頃
に
は
、
緊
張

や
不
安
も
溶
け
、
周
囲
の
方
と
も
気
軽
に
話

せ
て
い
ま
す
。
声
の
大
き
さ
や
表
情
も
参
加

し
は
じ
め
た
頃
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど

で
す
。
ま
た
、
作
業
や
販
売
を
通
し
て
人
と

関
わ
る
こ
と
に
よ
り
、自
分
に
自
信
を
持
ち
、

周
囲
へ
の
気
配
り
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
な

ど
社
会
性
へ
の
可
能
性
は
大
き
く
広
が
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
身
近
な
地
域
で
活
動
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
の
方
も
参
加
者
の
変
化
に
気

づ
き
、
支
援
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と

地
域
で
暮
ら
す
た
め
に

　

須
崎
市
で
は
、
市
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
い
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
須

崎
市
健
康
増
進
計
画
に
基
づ
い
て
保
健
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
30
年
度
か
ら
の
第
３
期

計
画
の
中
で
は
、
健
康
管
理
、
ア
ル
コ
ー
ル
、

食
生
活
と
食
育
、
運
動
・
生
活
活
動
、
た
ば

こ
、
口
と
歯
の
健
康
、
こ
こ
ろ
の
健
康
の
７

分
野
で
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
取
り
組
み

を
提
案
し
て
い
ま
す
。
市
民
一
人
一
人
が
健

康
に
関
す
る
意
識
を
高
め
、
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
め
る
よ
う
に
支
援
を
強
化
し
て
い
き

ま
す
。
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元
気
散
策
！

こ
の
ま
ち
か
ら
の
笑
顔
だ
よ
り

梼
原
町

標
高
１
４
５
５
ｍ

雄
大
な
四
国
カ
ル
ス
ト
、

自
然
豊
か
な
山
間
に
位
置
す
る

雲
の
上
の
町

梼
原
町
で
、

地
域
の
方
か
ら
頼
り
に
さ
れ
る

あ
た
た
か
い
笑
顔
に

出
会
い
ま
し
た
。

「
桑
の
葉
で
し
か
出
な
い
緑
」

手
作
り

シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
で

笑
顔
を
届
け
ま
す

Y U S U H A R A  T O W N

梼原町、集落活動センターおちめん「チームシルク」の代表・瀬戸口登貴恵さん
カフェ「くわの実」の壁一面には旧越知面小学校の卒業写真が並ぶ

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー

お
ち
め
ん
を
訪
ね
る

　

梼
原
町
で
は
「
集
落
活
動
セ

ン
タ
ー
ゆ
す
は
ら
」
を
立
ち
上

げ
て
い
る
。
地
域
住
民
が
主
体

と
な
り
、
旧
小
学
校
や
集
会
所

な
ど
を
拠
点
に
地
域
の
課
題
や

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
生
活
、
福
祉
、

産
業
、
防
災
な
ど
の
活
動
に
お

い
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
総
合
的

に
取
り
組
む
も
の
だ
。

　

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
は
、
ま

つ
ば
ら
・
は
つ
せ
・
四
万
川
・

お
ち
め
ん
・
ゆ
す
は
ら
西
・
ゆ

す
は
ら
東
の
町
内
６
区
そ
れ
ぞ

れ
で
発
足
し
て
い
る
。
今
回
は

「
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
お
ち
め
ん
」

を
拠
点
と
し
て
、
カ
フ
ェ
の
運

営
や
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
の
製
造
・

販
売
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
る

加
工
品
グ
ル
ー
プ

「
チ
ー
ム
シ
ル
ク
」

を
訪
ね
た
。

地
域
の
方
が

配
達
を
楽
し
み

に
待
つ

　

生
産
メ
ン
バ
ー

の
代
表
・
瀬
戸
口

登
貴
恵
さ
ん
が
開

発
・
製
造
に
懸
け

る
思
い
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　

チ
ー
ム
シ
ル
ク
は
28
年
３
月

に
発
足
し
、
川
上
洋
子
さ
ん
、
戸

田
孝
子
さ
ん
、
川
上
一
美
さ
ん
、

中
越
洋
子
さ
ん
、
岩
本
喜
代
美

さ
ん
の
６
人
で
活
動
し
て
お
り
、

越
知
面
区
の
７
集
落
の
う
ち
６

集
落
か
ら
、
偶
然
に
も
１
人
ず

つ
が
集
ま
っ
て
い
る
。
活
動
は

週
２
回
の
パ
ン
の
移
動
販
売
や

金
曜
日
限
定
の
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー

キ
や
ピ
ザ
な
ど
の
製
造
・
販
売
、

日
曜
日
に
は
カ
フ
ェ
「
く
わ
の

実
」
を
運
営
し
て
い
る
。

　

週
２
回
の
パ
ン
の
移
動
販
売

で
は
、
梼
原
町
社
会
福
祉
協
議
会

「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
ゆ
る
り
」
へ
も
訪

問
し
て
い
る
。
も
と
も
と
、
ゆ

る
り
の
ス
タ
ッ
フ
が
お
客
さ
ん

だ
っ
た
が
、
配
達
に
行
っ
て
み

る
と
、
利
用
者
の
方
々
が
１
個
、

２
個
と
パ
ン
を
買
い
、
言
葉
を

交
わ
し
な
が
ら
の
配
達
を
本
当

に
楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
く
れ

る
。
あ
る
時
、
施
設
長
か
ら
「
パ

ン
の
販
売
と
合
わ
せ
て
、
利
用
者

の
方
と
お
話
を
し
て
く
れ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
依
頼
を
受
け
た
。
現
在
、

瀬
戸
口
さ
ん
１
人
で
の
移
動
販

売
だ
が
、
今
後
は
チ
ー
ム
の
メ

ン
バ
ー
も
巻
き
込
ん
で
活
動
を

し
て
い
こ
う
と
計
画
し
て
い
る
。

ま
た
、
取
材
日
は
金
曜
日
で
塩
あ

ん
ぱ
ん
が
焼
き
上
が
っ
て
い
た
。

九
州
で
行
列
の
パ
ン
屋
を
見
て
、

ひ
ら
め
い
た
ヒ
ッ
ト
商
品
だ
。
こ

ち
ら
は
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
で
製

造
し
、
配
達
は
応
援
隊
の
青
年
・

戸
来
さ
ん
が
担
い
、
活
動
を
支
え

て
い
る
。
越
知
面
区
で
は
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
が
多
く
、
配

達
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

桑
の
葉
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ

か
ら
地
域
を
盛
り
上
げ
る

　

チ
ー
ム
シ
ル
ク
が
立
ち
上

が
っ
た
き
っ
か
け
は
、
過
疎
高

齢
化
に
よ
り
、
伝
統
文
化
や
農

用
地
を
維
持
し
、
次
世
代
を
担

う
若
者
世
代
が
減
少
し
て
い
る

現
状
に
、
越
知
面
区
長
か
ら
「
こ

こ
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
何
か

や
っ
て
く
れ
な
い
か
」
と
瀬
戸

口
さ
ん
た
ち
に
声
が
か
か
っ
た
。

　

厚
労
省
の
雇
用
促
進
事
業
を

梼
原
町
が
推
進
し
、
農
協
で
町

内
の
方
を
集
め
て
職
業
訓
練
や

起
業
に
関
す
る
仕
事
を
す
る
中

で
、「
満
天
の
星
」
の
大
原
一
郎

さ
ん
か
ら
パ
ン
や
ケ
ー
キ
作
り

の
基
本
を
３
年
間
習
っ
た
後
、
試

行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
シ
フ
ォ

ン
ケ
ー
キ
作
り
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
。

　

シ
フ
ォ
ン
に
は
並
々
な
ら
ぬ

こ
だ
わ
り
が
あ
る
。
梼
原
町
は

昔
、
養
蚕
農
家
が
あ
っ
た
た
め
、

桑
の
木
が
残
っ
て
い
る
。
皆
で

や
ぶ
の
中
の
桑
を
鎌
で
収
穫
し
、

１
枚
ず
つ
丁
寧
に
洗
っ
て
、
天

日
干
し
に
し
た
後
、
粉
に
す
る
。

そ
れ
を
混
ぜ
込
ん
で
作
ら
れ
た

の
が
、
桑
の
葉
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー

キ
だ
。「
最
初
に
出
発
し
た
、
桑

の
葉
シ
フ
ォ
ン
は
大
ヒ
ッ
ト
。
野

球
で
言
え
ば
４
番
バ
ッ
タ
ー
」

と
瀬
戸
口
さ
ん
は
語
る
。
大
変

な
手
間
が
か
か
っ
て
で
き
上
が

り
、
こ
こ
で
し
か
手
に
入
ら
な

い
、
焼
き
立
て
の
桑
の
葉
シ
フ
ォ

ン
は
鮮
や
か
な
緑
色
で
、
抹
茶
で

は
こ
う
は
い
か
な
い
そ
う
。
桑

の
葉
だ
か
ら
こ
そ
出
る
色
味
だ
。

桑
の
葉
シ
フ
ォ
ン
の
ヒ
ッ
ト
で

ス
タ
ー
ト
し
た
チ
ー
ム
シ
ル
ク

は
蚕
の
絹
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。

カ
フ
ェ
の
名
前
は
「
く
わ
の
実
」、

全
て
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
。

　

地
域
に
こ
だ
わ
っ
て
開
発
を

重
ね
、
塩
漬
け
に
し
た
八
重
桜
を

使
っ
た
桜
シ
フ
ォ
ン
や
お
茶
所

な
ら
で
は
の
ほ
う
じ
茶
シ
フ
ォ

ン
な
ど
、
今
で
は
約
10
種
類
と

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
人
気

上
昇
中
な
の
は
ブ
ラ
ン
デ
ー
の

シ
フ
ォ
ン
で
、
お
酒
好
き
な
メ

ン
バ
ー
の
考
案
で
商
品
化
さ
れ

ここでしか手に入らない桑
の葉シフォンケーキ。焼き
立てよりも、１日置くとより
おいしくいただける

丁寧に包装され、県
外へも発送される

名刺は裏面もユニー
ク。表面には教頭や給
食係など、一人一人に
肩書があり、瀬戸口さ
んが決めている

焼き立てのピザ。パイナップ
ル入りはさわやかな風味で
子どもたちに人気
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スローガン

会
員
の
力
を
結
集
し

楽
し
く
進
め
よ
う「
地
域
の
健
康
づ
く
り
」

高
知
県
在
宅
保
健
活
動
者

な
で
し
こ
の
会

設
立
20
周
年
　
地
域
住
民
の
保
健
と

福
祉
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
く

第
20
回
通
常
総
会
・
第
37
回
研
修
会
開
催

　

高
知
県
在
宅
保
健
活
動
者
な
で

し
こ
の
会
は
５
月
28
日
、
高
知
市

の
高
知
会
館
に
お
い
て
、
会
員
21

人
の
出
席
の
も
と
、
第
20
回
通
常

総
会
を
開
催
し
、
平
成
29
年
度

事
業
報
告
認
定
議
案
等
、
全
３

議
案
を
認
定
・
可
決
し
ま
し
た
。

　

開
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
岩
﨑

丸
会
長
は
、「
平
成
11
年
『
な
で
し

こ
の
会
』
設
立
か
ら
、
第
20
回
目

の
総
会
と
な
り
、
感
慨
も
ひ
と
し

お
で
す
。
私
た
ち
の
活
動
も
市
町

村
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
乳
が
ん

の
予
防
啓
発
や
特
定
健
診
の
受
診

勧
奨
等
、
多
く
の
市
町
村
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
る
」
と
、
20
年

の
節
目
に
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
「
事
業
を
計
画
し
て
い
て
も
、
会

員
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
な
け
れ
ば

実
行
で
き
ま
せ
ん
が
、
本
当
に
熱

心
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い

る
」
と
会
員
の
支
援
・
協
力
に
対
し
、

感
謝
の
意
を
表
し
、
さ
ら
に
「
30

年
度
事
業
に
つ
い
て
も
市
町
村
の

要
望
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、
引

き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」

と
協
力
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
と
し
て
高
知
県

健
康
政
策
部
健
康
長
寿
政
策
課
の

中
島
信
恵
保
健
推
進
監
が
あ
い
さ

つ
に
立
ち
、
20
年
の
活
動
の
歩
み

に
対
し
「
法
律
の
施
行
・
改
正
に

よ
り
、
地
域
の
保
健
活
動
は
大
き

く
変
わ
っ
て
き
た
。
そ
う
し
た
中
、

市
町
村
保
健
事
業
へ
の
支
援
等
を

通
じ
て
、
地
域
住
民
の
保
健
と
福

祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
と
し
た
会

の
目
的
の
基
、
健
康
劇
や
乳
が
ん

の
予
防
啓
発
事
業
等
、
よ
り
住
民

に
近
い
と
こ
ろ
で
活
動
を
続
け
ら

れ
、
多
大
な
成
果
を
上
げ
ら
れ
ま

し
た
」
と
述
べ
、
会
員
の
こ
れ
ま

で
の
活
動
に
対
し
敬
意
を
表
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
高
知
県
が
策
定
し
、
今

年
バ
ー
ジ
ョ
ン
３
に
改
定
さ
れ
た

第
３
期
『
日
本
一
の
健
康
長
寿
県

構
想
』
を
紹
介
。「
県
内
ど
こ
に
住

ん
で
い
て
も
必
要
な
医
療
や
介
護

が
受
け
ら
れ
、
健
や
か
に
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
を

目
指
し
て
、
市
町
村
お
よ
び
関
係

機
関
、
住
民
と
活
動
を
進
め
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
議
長
に
西
森
美
恵

氏
を
選
出
、
議
事
録
署
名
人
を
指

名
後
、
平
成
29
年
度
事
業
報
告
認

定
議
案
・
平
成
30
年
度
ス
ロ
ー
ガ

ン
案
・
平
成
30
年
度
事
業
計
画
議

案
を
原
案
ど
お
り
認
定
・
可
決
し

ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
第
37
回
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
国
民
健
康
保
険
中
央

会
調
査
役
の
鎌
形
喜
代
実
氏
を
講

師
と
し
て
招
き
、「
国
民
健
康
保
険

を
取
り
巻
く
状
況
と
在
宅
保
健
活

動
者
へ
の
期
待
」
と
題
し
て
記
念

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

鎌
形
氏
は
、
戦
後
、
感
染
症
が
死

因
と
し
て
多
か
っ
た
が
、
現
在
で
は

生
活
習
慣
病
や
が
ん
が
上
位
を
占
め

る
よ
う
に
な
り
、
な
で
し
こ
の
会
で

も
取
り
組
ん
で
い
る
乳
が
ん
の
予

防
・
啓
発
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た
。
続

い
て
、
国
の
動
き
と
し
て
、
拡
大
す

る
医
療
費
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
、

国
保
の
構
造
的
な
課
題
か
ら
、
地
域

包
括
ケ
ア
お
よ
び
予
防
・
健
康
づ
く

り
の
推
進
に
よ
る
医
療
費
適
正
化
な

ど
の
医
療
保
険
制
度
改
革
の
必
要
性

に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
高
知
県
地
域
医
療
構

想
を
み
る
と
、
中
山
間
地
域
が
多

い
こ
と
か
ら
、
訪
問
看
護
な
ど
、

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
中
央
に
集
ま

り
が
ち
で
あ
る
現
状
へ
対
策
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
全
国
の
在
宅
保
健
師

等
会
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
は
、

地
域
サ
ロ
ン
や
な
で
し
こ
の
会
で

も
取
り
組
ん
で
い
る
健
康
劇
な
ど

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ま
と
め
に
「
専
門
職
と
し
て
の

知
識
や
技
術
を
地
域
保
健
の
活
動

に
生
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
」「
元

気
で
生
き
生
き
し
て
い
る
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
姿
勢
を
イ
ベ
ン
ト
等
で

地
域
住
民
に
見
せ
て
ほ
し
い
」
な

ど
を
挙
げ
、
今
後
の
さ
ら
な
る
取

り
組
み
へ
の
期
待
を
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

岩﨑 丸

会長

中島　信恵 氏

来賓

西森　美恵 氏

議長

鎌形　喜代実 氏

講師

今日あったことは
今日片づける

た
。
楽
し
み
な
が
ら
皆
で
考
え

て
、
商
品
が
育
っ
て
い
る
。
現
在
、

全
て
注
文
の
み
の
限
定
販
売
で
、

金
曜
日
に
だ
け
焼
か
れ
る
特
別

な
商
品
だ
。

３
本
の
柱
が
互
い
に
協
力

　

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
お
ち
め

ん
は
、
廃
校
に
な
っ
た
旧
越
知

面
小
学
校
を
拠
点
に
３
本
柱
で

活
動
し
て
い
る
。

　

１
本
目
は
営
農
で
、
荒
れ
て

い
た
畑
を
耕
し
て
高
齢
者
20
人

ほ
ど
を
雇
用
し
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー

ン
や
ア
マ
ト
ウ
を
育
て
て
い
る
。

２
本
目
は
校
舎
の
２
階
以
上
を

改
装
し
た
宿
泊
施
設
で
、
県
外
か

ら
野
球
の
合
宿
な
ど
で
８
月
は

満
室
と
な
る
盛
況
振
り
だ
。
そ
し

て
３
本
目
が
チ
ー
ム
シ
ル
ク
の

特
販
開
発
、
３
本
の
柱
が
互
い
に

協
力
し
合
っ
て
活
動
し
て
い
る
。

金
言

「
表
で
言
っ
た
ら
意
見
」

　

チ
ー
ム
が
上
手
く
い
く
秘
訣

は
「
今
日
あ
っ
た
こ
と
は
、
今

日
片
づ
け
る
」「
陰
で
言
っ
た
ら

悪
口
だ
け
ど
、
表
で
言
っ
た
ら

意
見
」
そ
れ
ら
を
徹
底
し
て
い

る
か
ら
、
メ
ン
バ
ー
は
こ
こ
へ

来
た
ら
楽
し
い
し
、
仕
事
が
上

手
く
い
く
と
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い

出
る
。
笑
顔
が
あ
る
と
ま
た
仕

事
が
た
く
さ
ん
舞
い
込
ん
で
く

る
。
さ
ら
に
、
移
住
促
進
事
業

へ
の
協
力
な
ど
、
当
初
の
活
動

か
ら
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た

分
野
の
依
頼
も
あ
り
、
地
域
の

頼
も
し
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

人
は
楽
し
く
な
い
所
に
は

集
ま
っ
て
来
な
い

　

も
う
一
つ
決
め
て
い
る
の
は

「
楽
し
く
な
い
こ
と
は
し
な
い
。

自
分
た
ち
が
楽
し
め
る
こ
と
を

す
る
」
と
い
う
こ
と
。
そ
の
一

環
で
、
７
月
に
は
妖
怪
に
扮
し

て
参
加
す
る
、
妖
怪
ビ
ア
ガ
ー

デ
ン
を
開
催
す
る
。
協
力
の
輪

が
広
が
っ
て
、
な
ん
と
１
０
０

人
規
模
が
集
ま
る
見
込
み
だ
。

　

ま
た
、
カ
フ
ェ
の
営
業
日
は

モ
ー
ニ
ン
グ
の
準
備
で
早
朝
４

時
か
ら
作
業
が
始
ま
る
。
冬
は

寒
く
て
暗
い
が
、
一
度
も
嫌
だ

と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
と
い
う
。

楽
し
ん
で
活
動
し
て
い
る
メ
ン

バ
ー
に
家
族
も
と
て
も
協
力
的

だ
。

こ
こ
は
宝
の
山

　
「
梼
原
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
、
故

郷
を
再
認
識
し
た
部
分
が
た
く

さ
ん
あ
る
。
人
情
味
や
横
の
つ

な
が
り
が
あ
っ
て
、
や
り
た
い

こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
」
と
瀬

戸
口
さ
ん
は
語
る
。

　

昨
年
ま
で
務
め
た
地
域
の
推

進
員
で
は
、
校
舎
の
体
育
館
で

ミ
ニ
運
動
会
を
企
画
し
た
。
縄

を
綯
う
リ
レ
ー
で
は
１
０
０
歳

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
一
番
速
く
、

若
い
人
は
苦
戦
。
参
加
者
か
ら

は
「
来
年
も
ぜ
ひ
や
っ
て
ほ
し

い
」
と
好
評
で
、
ア
イ
デ
ア
と

工
夫
で
地
域
が
元
気
に
な
れ
て
、

笑
顔
に
な
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

一
番
の
夢
は
次
の
世
代
へ

の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

　

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
夢
を

尋
ね
る
と
「
私
た
ち
の
思
い
を

次
の
若
い
世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
し
て
い
く
こ
と
。
そ
の
基
盤

と
し
て
、
楽
し
く
て
、
そ
し
て

採
算
の
取
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
形

に
し
て
バ
ト
ン
を
渡
し
た
い
」

と
力
を
込
め
た
。
さ
ら
な
る
活

躍
に
期
待
し
た
い
。

訪ねた元気人
地域活動センターおちめん　加工グループ「チームシルク」

代表 瀬
せ と ぐ ち

戸口登
と き え

貴恵さん ・ 教頭 川
か わ か み

上洋
よ う こ

子さん ・ 金庫番 戸
と だ

田孝
た か こ

子さん ・
窯番 川

か わ か み

上一
か ず み

美さん・給食係 中
な か ご し

越洋
よ う こ

子さん ・ 素直な下働き 岩
い わ も と

本喜
き よ み

代美さん

落花生のマカロン「ラッカロン」。シフォン作りで余った卵白を利用し、営農の落花生
から商品開発した

カフェ「くわの実」
高知県高岡郡梼原町田野 1々285
旧越知面小学校　元職員室
営業日時／毎週日曜日　8：30～14：00

●お問い合わせ

https://peraichi.com/landing_pages/view/cafekuwanomi
18 vol.335 17vol.335



高
知
県
国
保
地
域
医
療
推
進
協
議
会
は

５
月
19
日
、高
知
市
の
高
知
城
ホ
ー
ル
に

お
い
て「
第
36
回
通
常
総
会
」を
開
催
し
、

平
成
29
年
度
事
業
報
告
・
歳
入
歳
出
決

算
、平
成
30
年
度
事
業
計
画
・
歳
入
歳
出

予
算
の
全
４
議
案
を
原
案
ど
お
り
認
定・

可
決
し
た
。

地
域
住
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
地
域
づ
く
り
に
向
け
て

　

中
尾
博
憲
会

長
（
四
万
十

町
長
）
は
、
開

会
あ
い
さ
つ
の
冒

頭
、地
域
医
療
の
現
状
に
つ
い
て

「
国
民
健
康
保
険
制
度
は
医
療
保
険
制
度
の
中

核
と
し
て
、
地
域
医
療
に
お
い
て
、
大
き
な
役

割
を
果
た
し
、
地
域
住
民
の
健
康
と
生
活
を
支

え
て
き
た
が
、
超
高
齢
社
会
の
到
来
、
低
所
得

者
層
の
増
加
に
よ
る
保
険
料
（
税
）
収
入
低
下

な
ど
に
よ
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い

る
」
と
言
及
し
た
。
そ
の
上
で
、
各
会
員
が
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
拠
点
と
し
て
、
地
域

医
療
の
確
保
や
地
域
住
民
の
健
康
保
持
増
進
に

先
進
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
に
対
し
、
あ

ら
た
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
。

　

さ
ら
に
、
地
域
偏
在
に
よ
る
医
師
・
看
護
師

不
足
や
厳
し
い
財
政
運
営
等
、
国
保
直
営
診
療

高知県国保地域医療推進協議会

地域住民が一生を通じて安心して
生活できる地域づくりに貢献する

第 36 回通常総会

高知県国保地域医療推進協議会

会長　中尾 博憲

開
会
あ
い
さ
つ

施
設
等
を
取
り
巻
く
状
況
に
触
れ
「
こ
う
し
た

状
況
の
中
で
、
地
域
住
民
の
信
頼
を
さ
ら
に
高

め
、
地
域
住
民
が
一
生
を
通
じ
て
安
心
し
て
生

活
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
、
そ
の
使
命
を
語
る

と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
保
健
・
医
療
・
福
祉
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
連
携
強
化
、
総
合

的
・
一
体
的
な
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
展
開
に

向
け
た
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

高
知
版
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

に
本
格
的
に
取
り
組
む

　

高
知
県
健
康

政
策
部
の
鎌
倉

昭
浩
部
長
が

来
賓
あ
い
さ
つ
に

立
ち
、
は
じ
め
に
、
こ
れ
ま
で

の
各
会
員
の
取
り
組
み
に
対
し
、「
国
民
健
康

保
険
事
業
や
国
保
直
営
診
療
施
設
等
に
お
け
る

様
々
な
活
動
を
通
じ
、
地
域
医
療
の
推
進
、
発

展
に
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
い
て
い
る
」と
述
べ
、

感
謝
の
意
を
表
し
た
。

　

さ
ら
に
、
県
が
策
定
し
て
い
る
、
県
民
の
誰

も
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
現
在
、
第
３
期
・バ
ー

ジ
ョ
ン
３
へ
改
定
さ
れ
た
「
日
本
一
の
健
康
長
寿

県
構
想
」
に
つ
い
て
触
れ
、
高
知
家
健
康
パ
ス

ポ
ー
ト
事
業
で
は
、
取
得
者
数
が
２
万
５
千
人

来
賓
あ
い
さ
つ

高知県健康政策部　部長

鎌倉 昭浩 氏

に
達
し
て
い
る
こ
と
、
新
た
に
パ
ス
ポ
ー
ト
３
、

健
康
マ
イ
ス
タ
ー
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
な
ど
を

紹
介
し
た
。

　

ま
た
、
本
構
想
で
大
き
な
目
標
と
し
て
掲
げ

て
い
る
「
壮
年
期
の
死
亡
率
の
改
善
」
の
取
り

組
み
強
化
、「
人
工
透
析
の
原
因
と
な
る
糖
尿
病

の
重
症
化
予
防
対
策
の
推
進
」
の
た
め
の
糖
尿

病
性
腎
症
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
「
治

療
中
で
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
者
」
に
対
し
、

保
険
者
と
か
か
り
つ
け
医
が
連
携
し
た
保
健
指

導
を
実
施
し
、
重
症
化
を
予
防
す
る
新
た
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　

さ
ら
に
、
高
知
版
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

構
築
へ
向
け
、「
日
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
高
知

型
福
祉
の
仕
組
み
づ
く
り
」「
病
気
に
な
っ
て
も

安
心
な
地
域
で
の
医
療
体
制
づ
く
り
」「
介
護
等

が
必
要
に
な
っ
て
も
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

仕
組
み
づ
く
り
」
へ
取
り
組
む
こ
と
や
、
介
護

等
の
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
に
対
し
て
、
サ
ー

ビ
ス
間
の
連
携
を
強
化
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を

各
地
域
で
強
力
に
進
め
て
い
く
こ
と
な
ど
を
語

り
、
引
き
続
き
県
の
取
り
組
み
へ
の
協
力
を
呼

び
掛
け
た
。

地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
の
充
実
、

向
上
と
国
保
制
度
の
充
実
強
化
に

向
け
て

　

続
い
て
、
国
保
連
合
会
の
楠
瀬
耕
作
理
事

長
（
須
崎
市
長
）
が
「
団
塊
の
世
代
が
後
期
高

齢
者
と
な
る
２
０
２
５
年
が
７
年
後
に
迫
っ
て

い
る
。
超
高
齢
社
会
の
我
が
国
で
は
、
高
齢
者

が
住
み
な
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。」
と
言
及
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
国
保
直
診
が
取
り

組
ん
で
き
た
地

域
包
括
ケ
ア
の

経
験
と
ノ
ウ
ハ

ウ
が
全
国
各
地
で

求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、「
都
道
府
県
が
市
町
村
等
と

協
働
し
て
国
民
健
康
保
険
の
運
営
を
担
う
。
国

民
健
康
保
険
制
度
の
安
定
的
な
運
営
、
将
来
に

渡
り
持
続
可
能
な
制
度
の
構
築
を
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　

さ
ら
に
、
安
心
・
信
頼
の
医
療
の
確
保
と
予

防
の
重
視
と
い
う
観
点
か
ら
、
地
域
住
民
に
密

接
な
国
保
直
診
が
果
た
す
役
割
は
、
ま
す
ま
す

大
き
な
も
の
に
な
る
と
し
、「
本
会
と
し
て
も
、

保
険
者
と
の
密
接
な
連
携
の
も
と
、
保
険
事
業

の
効
率
的
・
効
果
的
な
実
施
な
ど
に
努
め
て
い

高知県国民健康保険団体連合会

理事長　楠瀬 耕作

高知県国保地域医療推進協議会役員
任期　自　平成 29 年 6 月 7 日　至　平成 31 年 6 月 6 日

区分 役職名 氏　名 現職名

役
　
員

会　長 中尾　博憲 四万十町長

副会長 岡田　順一 大月町長

〃 松浦喜美夫 いの町立国民健康保険仁淀病院長

常務理事 渡辺　純正 高知県国民健康保険団体連合会事務局長

理　事 細川　博司 本山町長

〃 吉田　尚人 梼原町長

〃 佐野　正幸 本山町立国民健康保険嶺北中央病院長

〃 立石　秀郎 四万十市国民健康保険西土佐診療所長

〃 久保　可奈 馬路村健康福祉課長

〃 渡邉　公平 佐川町立高北国民健康保険病院病院事業 
副管理者兼事務局長

〃 岡　　ゆい 仁淀川町国民健康保険大崎診療所主任看護師

〃 伊藤　博昭 高知県健康政策部参事・ 
兼健康政策部国民健康保険課長

〃 中島　信恵 高知県健康政策部健長寿政策課保健推進監 
兼よさこい健康プラン21推進室長

〃 岡林　弘毅 高知県国民健康保険団体連合会理事

監　事 池田　三男 津野町長

〃 和田　幸久 佐川町立高北国民健康保険病院病院事業管理
者兼院長

顧　問 瀬尾　宏美 高知大学医学部附属病院総合診療部教授

く
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

全
４
議
案
を
原
案
ど
お
り
認
定
・

可
決

　

そ
の
後
、
議

長
に
岡
聡

司
・
大
月

町
国
民
健
康

保
険
大
月
病
院
長
を
選
出
し
、

議
事
録
署
名
人
を
指
名
し
た
後
、
議
事
に
入
っ

た
。
審
議
の
結
果
、
平
成
29
年
度
事
業
報
告
・

歳
入
歳
出
決
算
、
平
成
30
年
度
事
業
計
画
・

歳
入
歳
出
予
算
の
全
４
議
案
を
原
案
ど
お
り
認

定
・
可
決
し
た
。

議長

大月町国民健康保険大月病院

院長　岡　聡司 氏

重
点
事
項

１　

第
32
回
高
知
県
国
保
地
域
医
療
学
会
の
開
催

２　

第
58
回
全
国
国
保
地
域
医
療
学
会
への
参
加

奨
励

３　

高
知
県
国
保
被
保
険
者
健
康
づ
く
り
推
進
月

間
の
設
定

４　

各
部
会
の
連
携
に
よ
る
育
成
指
導
等
の
実
施

５　

医
師
確
保
等
の
直
診
対
策

６　

医
師
等
研
修
会
への
参
加
奨
励

７　

関
係
団
体
の
諸
会
議
への
参
加
奨
励

８　

そ
の
他
、
地
域
医
療
活
動
の
推
進
に
関
す
る

諸
問
題
につい
て
、
研
究
協
議
に
努
め
る
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随

想
こくほ

特
定
保
健
指
導
の
効
果
を
上
げ
る

―
実
施
率
を
ど
う
高
め
る
か
―
　

特
定
保
健
指
導
の
量
と
質
の

担
保
が
課
題

　

特
定
保
健
指
導
制
度
が
施
行
さ

れ
て
10
年
が
経
過
し
た
。
今
年
度

か
ら
の
第
３
期
で
は
い
よ
い
よ
、

特
定
保
健
指
導
を
ど
の
よ
う
に
行

う
か
、
ど
う
成
果
を
得
る
か
が
最

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
き
て
い

る
。

　

特
定
保
健
指
導
が
特
定
健
診
と

異
な
る
点
を
述
べ
る
と
、
健
康
診

断
は
長
年
社
会
制
度
と
し
て
実
践

さ
れ
、
健
診
機
関
側
で
質
を
ど
の

よ
う
に
保
つ
か
な
ど
の
仕
組
み
が

整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、
保
険
者

は
受
診
率
の
み
を
考
え
て
お
け
ば

よ
い
。
対
し
て
、
特
定
保
健
指
導

は
制
度
が
始
ま
っ
て
10
年
し
か

た
っ
て
お
ら
ず
、
特
定
保
健
指
導

の
質
を
担
保
す
る
仕
組
み
が
ほ
と

ん
ど
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
特
定
保
健
指
導
を
実
施

し
よ
う
と
す
る
保
険
者
に
と
っ
て

は
、
常
に
特
定
保
健
指
導
の
量
を

増
や
す
こ
と
と
同
時
に
、
質
を
ど

う
担
保
す
る
か
も
大
き
な
課
題
で

あ
る
。

周
知
の
仕
方
が
重
要

　

こ
こ
で
は
特
定
保
健
指
導
の
量

の
視
点
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
課
題

に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
特
定
保
健

指
導
の
量
と
は
特
定
保
健
指
導
の

利
用
率
、
終
了
率
を
指
す
。
特
定

保
健
指
導
制
度
は
、
対
象
者
に

と
っ
て
な
じ
み
の
薄
い
保
健
事
業

の
た
め
、
周
知
の
仕
方
が
最
も
重

要
で
あ
る
。
左
図
は
、
私
ど
も
厚

生
労
働
科
学
研
究
班
が
分
析
し
た

特
定
保
健
指
導
の
利
用
率
と
関
連

す
る
保
険
者
要
因
を
分
析
し
た
も

の
で
あ
る
。
特
定
保
健
指
導
の
利

用
率
に
強
く
影
響
を
与
え
る
因
子

は
保
険
者
規
模
（
大
き
い
ほ
ど
低

い
）、
委
託
の
有
無
（
委
託
し
た

ほ
う
が
低
い
）、
特
定
健
診
の
結

果
説
明
会
（
実
施
し
て
い
る
と
高

い
）
の
三
つ
で
あ
っ
た
。
結
果
説

明
会
を
実
施
し
て
い
る
市
町
村
で

岡　

山　
　

明

A
k

i
r

a
 

O
k

a
y

a
m

a

合
同
会
社 

生
活
習
慣
病
予
防
研
究
セ
ン
タ
ー 

代
表

随

想
こくほ

合同会社生活習慣病予防研究センター 代表／日本循環器病予防学会 理事／国立循環器病研究センター 予防健診部 客員部長／滋
賀医科大学社会医学講座公衆衛生学部門 客員教授／岩手医科大学 非常勤講師／日本大学医学部兼任講師

【専門分野】循環器疾患の要因、予防に関する研究。循環器疾患の地域差の推移に関する研究。循環器疾患発症登録による急性循
環器疾患の発症・予後の把握に関する研究。生活習慣病の予防のための健康教育の方法論やその普及に関する研究。特に、高コレ
ステロール血症、耐糖能異常、禁煙教育の効果的な実施方法の研究と普及に興味を持つ。

【受賞】2014 年 2 月 遠山椿吉記念　第 3 回　健康予防医療賞受賞／ 2014 年 6 月第 29 回日本心臓財団予防賞～「生活習慣病に対
する総合的保健指導法の開発と普及」における実績より～／ 2014 年 12 月 日本総合健診医学会　H26 年度優秀論文賞「特定保健
指導の効果評価と対照設定の方法に関する研究」

Writer 's Profi leA k i r a  O k a y a m a岡山　明

は
、
未
実
施
の
市
町
村
と
比
較
し

２
倍
以
上
も
利
用
率
が
高
く
な
っ

て
い
た
。
結
果
説
明
会
は
利
用
率

が
低
迷
し
て
い
る
保
険
者
に
と
っ

て
最
も
効
果
が
期
待
で
き
る
事
業

で
あ
る
。

結
果
説
明
会
等
の
開
催
を

　

結
果
説
明
会
の
開
催
方
法
は
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
。
特
定
健
診
の
結

果
を
す
べ
て
説
明
会
で
本
人
に
手

渡
し
で
行
う
市
町
村
も
あ
る
が
、

階
層
化
結
果
が
積
極
的
支
援
や
動

機
づ
け
支
援
の
人
の
み
を
対
象
と

し
て
い
る
市
町
村
も
み
ら
れ
る
。

保
険
者
が
特
定
健
診
の
結
果
説
明

を
含
め
て
医
療
機
関
に
委
託
し
て

お
り
、
結
果
説
明
会
と
い
う
名
称

を
使
わ
ず
「
特
定
健
診
の
見
方
説

明
会
」
と
し
て
実
施
し
て
い
る
場

合
も
あ
る
。

　

結
果
説
明
会
が
利
用
率
向
上
に

寄
与
す
る
要
因
は
、
対
象
者
に

と
っ
て
最
も
わ
か
り
や
す
い
「
健

康
診
断
」
と
い
う
制
度
の
な
か
で
、

利
用
勧
奨
を
行
っ
て
い
る
点
で
あ

る
。「
特
定
保
健
指
導
を
し
ま
す
」

よ
り
特
定
健
診
の
見
方
を
説
明

し
、
現
状
を
理
解
し
て
も
ら
っ
た

う
え
で
特
定
保
健
指
導
に
よ
っ
て

改
善
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
伝
え
れ
ば
、
対
象
者
も
や
っ
て

み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
結
果
説
明
会
を
対
象

者
の
身
近
な
場
所
で
実
施
で
き
れ

ば
、
広
域
合
併
し
た
市
町
村
に

と
っ
て
保
健
事
業
の
足
場
を
整
備

し
た
こ
と
に
な
る
。
結
果
説
明
会

に
よ
る
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率

向
上
が
う
ま
く
い
っ
た
ら
、
こ
の

仕
組
み
を
未
治
療
者
の
治
療
勧
奨

や
、
糖
尿
病
な
ど
の
重
症
化
予
防

事
業
の
対
象
者
の
募
集
に
も
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

特
定
健
診
担
当
者
の
十
分
な

理
解
が
不
可
欠

　

ま
た
、
一
部
の
市
町
村
で
特
定

保
健
指
導
担
当
者
と
特
定
健
診
担

当
者
が
異
な
り
、
十
分
な
打
ち
合

わ
せ
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
事
業
が

実
施
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

特
定
健
診
の
目
的
は
、
対
象
者
の

循
環
器
疾
患
リ
ス
ク
の
評
価
だ
け

で
な
く
適
切
な
支
援
を
提
供
す
る

こ
と
な
の
で
、
特
定
保
健
指
導
に

結
び
つ
け
る
こ
と
は
特
定
健
診
の

効
果
を
高
め
る
重
要
な
要
素
で
あ

る
こ
と
を
、
特
定
健
診
担
当
者

が
十
分
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。

記
事
提
供　

社
会
保
険
出
版
社

市町村保険者の要因別特定保健指導利用率（n=143）

出典：AMED「実践情報の解析による効果的な保健指導の開発と評価に関する研究」班（2014～ 2016）

利
用
率

P<0.01

委託形態
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直営 全委託
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結果説明会
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40％

30％

20％

10％

0％

P<0.01

保険者規模（受診者数）

40％

35％

30％

25％

20％

15％

10％

5％

0％

～
50
00

50
01
～
10
00
0

10
00
1～
20
00
0

20
00
1～
50
00
0

50
00
1～

生年月日 1955 年 8 月 24 日

2122 vol.335 vol.335



を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
呼
び
掛
け
た
。

来
賓
あ
い
さ
つ

壮
年
期
の
死
亡
率
の
改
善
と

高
知
版
地
域
包
括

ケ
ア
の
推
進
を

　

来
賓
あ
い
さ
つ

に
立
っ
た
高
知

県
健
康
政
策
部

国
民
健
康
保
険
課
の
伊
藤
博

昭
課
長
は
、「
制
度
改
革
か
ら
２
か
月
が
経

ち
、
大
き
な
混
乱
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
本
改
革
が
本
当
に
被
保
険
者
に

受
け
入
れ
ら
れ
、
国
保
制
度
の
持
続
可
能

性
が
高
ま
っ
た
か
は
、こ
れ
か
ら
だ
と
思
っ

て
い
る
」
と
述
べ
、
新
た
な
納
付
金
の
仕

組
み
に
な
っ
て
初
め
て
の
国
保
料
（
税
）

の
賦
課
と
な
る
こ
と
か
ら
、
税
率
や
算
定

方
式
の
変
更
に
伴
う
被
保
険
者
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
等
へ
の
丁
寧
な
対
応
を
求
め
た
。

　

さ
ら
に
、
医
療
費
適
正
化
に
対
す
る
国

の
動
き
に
つ
い
て
触
れ
、
普
通
調
整
交
付

金
の
所
得
調
整
と
地
域
別
診
療
報
酬
の
導

入
の
２
点
の
構
想
が
本
県
に
と
っ
て
重
大

な
課
題
と
な
る
と
語
っ
た
。
ま
た
、
保
険

者
努
力
支
援
制
度
に
つ
い
て
、
県
の
策
定

し
て
い
る
『
日
本
一
の
健
康
長
寿
県
構
想
』

に
基
づ
い
て
、
壮
年
期
の
死
亡
率
の
改
善

開
会
あ
い
さ
つ

医
療
費
適
正
化
や
保
険
者
努

力
支
援
制
度
へ
の
積
極
的
な
取

り
組
み
を

　

開
会
に
あ

た
り
、
宮
本

福
一
会
長
（
高

知
市
保
険
医
療
課
長
）
は
、

半
世
紀
ぶ
り
の
制
度
改
革
で
、
新
制
度
が

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
国
保
制
度

改
革
に
つ
い
て
触
れ
た
上
で
、「
現
場
で
は
、

こ
れ
か
ら
保
険
料
の
決
定
や
納
付
書
の
発

出
を
行
っ
て
い
く
。
医
療
費
適
正
化
や
保

険
者
努
力
支
援
制
度
に
係
る
事
業
に
つ
い

て
も
、
県
国
民
健
康
保
険
課
か
ら
の
ご
指

導
等
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
本
協
議
会
を

通
じ
、
協
力
し
合
い
積
極
的
に
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。」
と
訴
え
、
引
き
続
き
、

県
お
よ
び
国
保
連
合
会
等
の
関
係
機
関
と

の
連
携
を
密
に
取
り
な
が
ら
、
取
り
組
み

高
知
県
国
民
健
康
保
険
事
務
担
当
者
職
員

協
議
会
は
５
月
29
日
、
高
知
市
の
高
知
城

ホ
ー
ル
に
お
い
て
第
37
回
通
常
総
会
を
開
催

し
、
平
成
29
年
度
事
業
報
告
・
歳
入
歳
出
決

算
、平
成
30
年
度
事
業
計
画
・
歳
入
歳
出
予

算
を
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
認
定
・
可

決
し
た
。

高知県国民健康保険事務担当職員協議会

平成30年度事業計画・予算を原案どおり認定・可決

国保制度改革における動向を注視し、適切な
事業運営、効果的・効率的な事業の実施に努める

第 37 回通常総会

高知県健康政策部
参事兼国民健康保険課

課長　伊藤  博昭 氏

来賓

高知県国民健康保険事務担当職員協議会

会長　宮本  福一

　

第
37
回
通
常
総
会
の
開
催
に
あ
た

り
、
各
支
部
で
は
、
４
月
23
日
か
ら
５

月
２
日
に
か
け
て
総
会
を
開
催
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
支
部
に
お
け
る
平
成
29
年
度

事
業
報
告
・
歳
入
歳
出
決
算
お
よ
び
新

年
度
の
事
業
計
画
・
歳
入
歳
出
予
算
等

の
審
議
が
行
わ
れ
た
。

　

支
部
総
会
に
は
、
高
知
県
お
よ
び
国

保
連
合
会
か
ら
担
当
者
が
出
席
し
、
高

知
県
か
ら
「
新
た
な
国
保
制
度
に
つ
い

て
」「
医
薬
品
の
適
正
服
薬
事
業
に
つ

い
て
」
等
、
国
保
連
合
会
か
ら
「
医
療

費
通
知
業
務
に
お
け
る
調
査
」
等
の
説

明
を
行
っ
た
。

お
よ
び
高
知
版
地
域
包
括
ケ
ア
等
を
進
め

る
べ
く
、
よ
り
一
層
の
取
り
組
み
へ
の
協

力
を
呼
び
掛
け
た
。

　

全
４
議
案
を

原
案
ど
お
り
認
定・可
決

　

そ
の
後
、
議
長

に
朝
倉
理
恵
・

大
川
村
総
務
課

長
補
佐
を
選
出
し
、

議
事
録
署
名
人
を
指
名
し
た

後
、
議
事
に
入
っ
た
。

　

審
議
の
結
果
、
平
成
29
年
度
事
業
報
告
・

歳
入
歳
出
決
算
、
平
成
30
年
度
事
業
計
画
・

歳
入
歳
出
予
算
の
全
４
議
案
を
原
案
ど
お

り
認
定
・
可
決
し
た
。

　

な
お
、
適
切
な
事
業
運
営
に
努
め
、
被

保
険
者
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と

区分 役　職　名 氏　名 所　属 現　職　名

役
　
　
　
　
　
員

会長 宮本　福一 中央支部 高知市保険医療課長
副会長 谷脇　秀幸 高吾支部 須崎市市民課長

常務理事 渡辺　純正 国保連合会 国保連合会事務局長
理事 中屋　秀志 安芸支部 室戸市市民課長
〃 井上　　明 〃 奈半利町住民福祉課長
〃 恒光　フミ 中央支部 香南市市民保険課長
〃 井上　洋孝 高吾支部 土佐市市民課長
〃 別役　理佳 〃 いの町町民課長
〃 山岡　敏樹 幡多支部 宿毛市市民課長
〃 中内　昭子 〃 三原村住民課長

会計監事 川﨑　一広 幡多支部 四万十市市民・人権課長
〃 畠中　龍雄 安芸支部 安芸市市民課長

大川村総務課
課長補佐　朝倉 理恵 氏

①
制
度
の
改
善

　

国
保
制
度
の
長
期
安
定
化
を
期
す
る
た
め
、

諸
施
策
の
陳
情
活
動
に
つ
い
て
市
町
村
長
お

よ
び
国
保
連
合
会
と
連
携
を
取
り
、
制
度
の

抜
本
的
な
改
革
に
向
け
て
国
に
対
し
運
動
を

展
開
す
る
。

②
国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
化
対
策

　

国
に
対
し
、
制
度
改
善
等
の
要
請
に
努
め

る
と
と
も
に
、
国
保
連
合
会
等
の
関
係
機
関

と
の
連
携
を
強
化
し
、
次
の
事
業
を
積
極
的

に
推
進
す
る
。

○
医
療
費
適
正
化
対
策
の
推
進

○
保
険
事
業
の
推
進
・
強
化

○
健
康
を
守
る
運
動
の
推
進

○
各
支
部
の
育
成

重
点
事
項

議長

室
戸
市
市
民
課
保
険
年
金
班　

班
長　

柳
原　

里
恵

安
芸
支
部

中
央
支
部

高
知
市
保
険
医
療
課
管
理
係

係
長　

大
﨑　

彩
乃

高
吾
支
部

須
崎
市
市
民
課

課
長
補
佐　

松
浦　

永
治

幡
多
支
部

宿
毛
市
市
民
課
保
険
係

係
長　

中
福　

智
子 

各
支
部
に
お
け
る
新
年
度
事
業
計
画
・
予
算
等
が
決
定 

県
内
４
支
部
で
総
会
を
開
催

総
会
で
は
、
各
支
部
の
代
表
者
が

29
年
度
の
活
動
報
告
を
行
っ
た

安芸支部

中央支部

高吾支部

幡多支部

任
期　

自 

平
成
30
年
５
月
29
日　

至 

平
成
32
年
５
月
28
日

高
知
県
国
民
健
康
保
険
事
務
担
当
職
員
協
議
会
役
員

も
に
、
国
保
財
政
の
長
期
安
定
を
図
る
た

め
、
次
の
重
点
事
項
を
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
実
施
し
て
い
く
。
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（筆者）中村伸悟主任主事

　

は
じ
め
ま
し
て
、
北
川
村
役
場

住
民
課
の
中
村
と
申
し
ま
す
。
国

保
担
当
は
３
年
目
に
な
り
ま
す
が
、

30
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
国
保
制
度

改
革
も
あ
り
、
業
務
に
追
わ
れ
、

慌
た
だ
し
い
日
々
が
続
き
、
い
つ

の
間
に
か
６
月
目
前
と
な
り
、
こ

の
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
ー
ク
の
締
切
日

ま
で
あ
と
数
日
と
な
っ
て
き
た
の

で
、
慌
て
て
内
容
を
考
え
て
い
る

次
第
で
す
。

　

さ
て
、
何
を
書
こ
う
か
と
悩
み

な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
北
川
村
役

場
で
の
思
い
出
等
を
書
い
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

　

入
庁
か
ら
10
年
が
経
過
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
が
、
最
初
に
配
属

さ
れ
た
の
は
、
産
業
建
設
課
で
し

た
。

　

主
に
農
業
委
員
会
、
水
道
の
業

務
等
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
頃
は
村
内
を
か
な
り
の
頻
度
で

移
動
し
て
い
ま
し
た
。
農
地
に
関

す
る
こ
と
や
、
水
道
施
設
の
点
検
、

水
質
検
査
等
、
庁
舎
内
に
い
な
い

こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
も
定
期
的

に
あ
り
、
夏
に
は
納
涼
祭
、
秋
に

は
ゆ
ず
祭
り
等
が
あ
り
、
毎
回
テ

ン
ト
張
り
に
汗
を
か
い
て
い
ま
し

た
。
現
在
、
国
保
担
当
と
な
っ
て

か
ら
は
、
村
内
を
回
る
こ
と
も
少

な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
少
し
懐

か
し
く
思
い
ま
す
。

　

産
業
建
設
課
に
５
年
間
お
り
、

次
に
中
芸
広
域
連
合
介
護
サ
ー
ビ

ス
課
へ
２
年
間
の
出
向
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
業
務
と
ま
る

で
違
う
内
容
、
環
境
で
あ
り
、
大

変
不
安
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、

先
輩
方
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
、

他
の
中
芸
町
村
の
職
員
の
方
と
一

緒
に
働
く
と
い
う
貴
重
な
経
験
も

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

介
護
認
定
調
査
で
北
川
村
以
外
の

高
齢
者
の
方
と
も
触
れ
合
う
機
会

が
多
く
あ
っ
た
の
も
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
住
民
課
配
属
と
な

り
、
現
在
３
年
目
を
迎
え
て
い
ま

す
。
配
属
当
初
は
国
保
の
初
め
て

聞
く
言
葉
や
制
度
に
四
苦
八
苦
し

な
が
ら
、
住
民
課
窓
口
も
担
当
し
、

住
民
票
や
戸
籍
の
取
扱
い
等
の
業

務
も
周
囲
に
助
け
て
も
ら
い
、日
々

を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
29
年
度

か
ら
国
保
制
度
改
革
へ
の
準
備
が

佳
境
を
迎
え
、
さ
ら
に
分
か
ら
な

い
言
葉
や
制
度
が
増
え
、
仕
事
が

終
わ
る
と
ぐ
っ
た
り
と
し
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
状
況
も
乗
り
越
え
30
年
度

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
ホ
ッ
と

し
て
い
ま
す
が
、
制
度
改
革
に
伴

い
新
た
な
業
務
、
取
り
組
み
も
増

え
、
気
が
休
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。
最
近
、
肩
こ
り
等
が
ひ
ど

く
な
っ
て
き
て
い
る
気
が
す
る
の

も
そ
れ
が
原
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん

の
で
、
ス
ト
レ
ス
も
解
消
し
な
が

ら
、
今
年
１
年
、
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

『
10
年
目
…
…
』

北
川
村
役
場
　
住
民
課
国
保
係

主
任
主
事 

中
村
　
伸
悟

Coffee
Break

（筆者）宮地一豊係長

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
土
佐

清
水
市
市
民
課
国
保
係
長
の
宮
地

と
申
し
ま
す
。国
保
担
当
と
な
り
、

３
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

国
保
関
係
業
務
と
し
て
は
、
制

度
改
正
に
伴
う
準
備
期
間
が
終
了

し
、
新
た
な
国
保
制
度
が
開
始
さ

れ
、
こ
こ
ま
で
至
る
ま
で
に
、
各

関
係
者
の
皆
様
も
大
変
な
ご
苦
労

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
も
分

不
相
応
と
感
じ
な
が
ら
、
な
ん
と

か
現
在
ま
で
を
し
の
い
で
お
り
ま

す
。

　

こ
の
準
備
期
間
の
自
身
の
仕
事

ぶ
り
を
振
り
返
る
と
、
残
念
な
部

分
が
思
い
当
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

私
が
短
気
で
あ
る
と
い
う
点
で

す
。
納
付
金
算
定
、
保
険
税
率
の

検
討
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
策
定

等
々
…
…
、
様
々
な
案
件
を
検
討

す
る
中
で
、「
あ
ぁ
、
イ
ラ
イ
ラ

す
る
わ
！
」
と
憤
り
（
八
つ
当
た

り
？
）、
そ
れ
を
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん

に
大
変
迷
惑
を
か
け
た
と
反
省
し

て
お
り
ま
す
。
短
期
は
損
気
で
す

…
…
。

　

最
近
知
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の

「
怒
り
」
や
「
憤
り
」
と
上
手
に

付
き
合
う
こ
と
が
着
目
さ
れ
て
お

り
、「
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ

の
中
で
、「
６
秒
ル
ー
ル
」
と
い

う
考
え
方
が
あ
り
、
怒
り
の
ピ
ー

ク
は
長
く
て
６
秒
で
、
こ
の
６
秒

を
乗
り
切
れ
ば
、
ト
ラ
ブ
ル
を
回

避
で
き
る
と
の
こ
と
。
少
し
腑
に

落
ち
ま
せ
ん
…
…
。
そ
ん
な
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
と
っ
く
に
克
服
し

て
い
ま
す
か
ら
。

　

こ
の
「
怒
り
」
や
「
憤
り
」
に

つ
い
て
、
も
う
ひ
と
つ
考
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
今
は

も
う
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
私

の
祖
父
で
す
。

　

祖
父
は
、
理
容
師
で
あ
り
、
数

人
の
職
人
さ
ん
を
雇
っ
て
、
自
宅

で
理
髪
店
を
営
ん
で
お
り
ま
し

た
。
祖
父
は
、
私
に
怒
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
他
の
人
に
怒
っ

て
い
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
も
、
あ

ま
り
見
た
こ
と
の
な
い
、
温
和
な

人
柄
で
し
た
。
晩
年
、
理
容
師
を

引
退
し
た
祖
父
と
交
わ
し
た
会
話

の
中
で
、「
人
の
話
は
聞
か
な
ぁ

い
か
ん
よ
」
や
「
わ
か
っ
て
も
ら

う
ま
で
、
何
度
も
言
う
た
ら
え
い

の
よ
」
と
の
言
葉
を
思
い
出
し
ま

す
。
そ
の
当
時
は
、
な
ん
と
も

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

と
な
っ
て
は
、こ
の
言
葉
の
方
が
、

な
ん
だ
か
腑
に
落
ち
る
気
が
し
ま

す
。
た
だ
の
優
し
い
爺
さ
ん
で
、

た
い
し
た
こ
と
な
い
奴
だ
な
と
捉

え
て
い
ま
し
た
が
、
今
現
在
の
自

分
自
身
と
重
ね
て
考
え
る
と
感
慨

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
人
間
そ
ん
な

簡
単
に
変
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
だ
ま
だ
、
こ
ん
な
境
地

に
辿
り
着
け
る
見
込
み
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
時
折
こ
の
言
葉
を
思
い

出
し
な
が
ら
、
日
々
の
仕
事
に
取

り
組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

あ
ぁ
、
寛
容
な
人
間
に
な
り
た

い
も
の
で
す
。

『
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』

Coffee
Break

土
佐
清
水
市
役
所
　
市
民
課

国
保
係
長  

宮
地
　
一
豊
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活
動
報
告
１

テ
ー
マ　

わ
が
ま
ち
の
健
康
づ

く
り
「
糖
尿
病
性
腎
症
の
重
症

化
予
防
に
取
り
組
ん
で
見
え
て

き
た
こ
と
」

　

23
年
度
の
土
佐
市
の
人
工
透
析
患
者
数
は

人
口
１
万
人
当
た
り
36
・
６
人
で
、
県
の
１
・

３
倍
、
全
国
平
均
の
１
・
７
倍
も
多
い
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
実
態
か
ら
新
規
透
析
患
者
を
増
や
さ

な
い
取
り
組
み
と
し
て
、
24
年
度
か
ら
特
定

健
診
の
結
果
が
要
経
過
観
察
の
方
を
対
象
と

し
た
教
室
の
開
催
と
、
要
精
密
検
査
ま
た
は

要
医
療
対
象
者
に
対
し
て
の
個
別
訪
問
を
５

年
間
実
施
し
ま
し
た
。

　

28
年
度
の
国
保
の
総
医
療
費
で
は
慢
性
腎

不
全
が
１
位
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費
か
ら

は
腎
不
全
は
少
な
い
人
数
で
も
高
額
な
医
療

費
が
か
か
る
病
気
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
腎
不
全
に
よ
る
死
亡
状
況
や

人
工
透
析
患
者
数
か
ら
見
て
も
、
効
果
が
出

て
い
る
と
は
言
い
に
く
く
、
透
析
に
至
る
原

因
に
焦
点
を
当
て
て
、
取
り
組
み
方
を
変
え

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
新
規
透
析
患
者
を
増
や
さ
な
い
こ

糖尿病の重症化予防への
取り組みの推進を

６
月
15
日
、
高
知
市
の
高
知
県
立
県
民
文
化

ホ
ー
ル　

グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
に
お
い
て
本
会

主
催
の
「
平
成
30
年
度
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
推
進

員
研
修
会
」
を
開
催
し
た
。
地
域
保
健
活

動
を
推
進
す
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
強
化
を
目

的
に
、
県
内
各
地
で
活
動
し
て
い
る
健
康
づ

く
り
推
進
員
や
食
生
活
改
善
推
進
員
な
ど

３
１
５
人
が
参
加
、
講
演
や
活
動
報
告
、
情

報
提
供
を
通
じ
、
健
康
づ
く
り
活
動
へ
の
理

解
を
深
め
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ

　

主
催
者
を
代
表
し
て
本
会
の
江
口
卓
助

事
務
局
次
長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、「
透

析
患
者
数
は
２
０
１
５
年
末
に
全
国
で
約

32
万
人
と
30
年
で
６
倍
も
増
加
し
て
い
る
。

医
療
費
適
正
化
の
観
点
か
ら
も
対
策
が
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。
国
や
県
で
は
糖
尿
病

性
腎
症
重
症
化
予
防
の
取
り
組
み
が
推
進

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
推
進
員
に

よ
る
特
定
健
診
の
受
診
勧
奨
の
協
力
が
重

症
化
予
防
の
取
り
組
み
に
つ
な
が
っ
て
い

る
」
と
述
べ
た
上
で
、
今
後
の
さ
ら
な
る

協
力
を
呼
び
掛
け
た
。

高知県国民健康保険団体
連合会

事務局次長  江口 卓助

土佐市健康づくり課
課長補佐兼班長  

楠瀬 しのぶ 氏

主催者

ヘルスアップ推進員研修会

報告者

　

体
質
的
に
膵
臓
か
ら
イ
ン
ス
リ
ン
の
出
方

が
弱
い
方
に
環
境
要
因
が
重
な
る
と
、
食
後

に
高
血
糖
の
状
態
が
続
い
て
し
ま
い
ま
す
。

で
は
、
な
ぜ
高
血
糖
の
状
態
が
続
く
と
腎
症

を
は
じ
め
合
併
症
が
起
こ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

　

ブ
ド
ウ
糖
が
体
内
に
過
剰
に
存
在
す
る
と

次
第
に
タ
ン
パ
ク
に
糖
が
く
っ
つ
い
て
変
性

し
て
き
ま
す
。
タ
ン
パ
ク
が
糖
に
よ
っ
て
別

の
も
の
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
「
タ
ン

パ
ク
糖
化
反
応
」、
変
化
し
た
も
の
を
終
末

糖
化
産
物
Ａ
Ｇ
Ｅ
と
言
い
ま
す
。
糖
に
よ
っ

て
変
性
し
た
タ
ン
パ
ク
は
も
う
元
に
戻
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
Ａ
Ｇ
Ｅ
は
体
に
と
っ
て
毒
性
が

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
長
く
体
内
に
留
ま
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
タ
ン
パ
ク
糖
化
反
応
が
全

身
の
血
管
や
神
経
を
障
害
し
ま
す
。

　

糖
尿
病
の
合
併
症
に
は
腎
症
の
他
、
網
膜

症
や
神
経
障
害
、
足
病
変
（
壊え

そ疽
）、
歯
周

病
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
糖
尿
病
を

患
っ
て
い
る
か
ら
必
ず
合
併
症
が
起
こ
る
の

で
は
な
く
、
治
療
が
遅
れ
る
と
重
症
化
し
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
た
め

に
は
、
自
分
の
体
質
に
見
合
う
生
活
を
し
て

い
く
こ
と
で
す
。

　

高
血
糖
状
態
が
続
く
と
、
腎
臓
で
ろ
過
で

き
な
か
っ
た
タ
ン
パ
ク
の
一
種
ア
ル
ブ
ミ
ン

が
尿
中
に
多
く
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。尿
中
の
ア
ル
ブ
ミ
ン
が
微
量
の
時
期
は
、

ろ
過
膜
は
少
し
痛
ん
で
き
て
い
る
け
れ
ど

も
、
ま
だ
腎
臓
の
機
能
は
正
常
で
す
。
こ
の

時
期
が
非
常
に
大
事
で
、
こ
の
時
期
を
過
ぎ

て
し
ま
う
と
腎
機
能
は
一
気
に
悪
化
し
、
血

圧
も
上
が
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
血
糖
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
ま
す
。
そ
の
目
安
と
し
て
主
に

Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
を
使
い
ま
す
。
一
般
的
に
は

７
％
を
超
え
て
く
る
と
合
併
症
が
悪
化
し
て

き
ま
す
が
、
持
病
や
認
知
機
能
、
服
薬
状
況

に
違
い
が
あ
る
た
め
、
個
々
の
目
標
を
か
か

り
つ
け
医
や
ご
家
族
と
共
有
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

糖
尿
病
合
併
症
予
防
の
た
め
に
は
、
血
糖

値
・
血
圧
・
血
中
脂
質
を
良
好
に
維
持
す
る

こ
と
、
肥
満
を
是
正
す
る
こ
と
、
禁
煙
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
食
事
療
法
の
ポ
イ
ン
ト
は
順

番
で
、
食
物
繊
維
か
ら
食
べ
る
こ
と
で
す
。

も
う
一
つ
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
運
動
で
す
。

イ
ン
ス
リ
ン
に
よ
っ
て
糖
が
取
り
込
ま
れ
る

８
割
は
筋
肉
で
す
の
で
、
筋
肉
を
増
や
す
こ

と
が
重
要
で
す
。
お
す
す
め
は
ど
こ
で
も
道

具
な
し
で
で
き
る
ス
ク
ワ
ッ
ト
で
す
。

　

本
日
の
よ
う
な
機
会
を
で
き
る
だ
け
多
く

の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
い
て
、
高
齢
者
見
守

り
ス
タ
ー
が
た
く
さ
ん
増
え
て
い
け
ば
、
あ

り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
り
の
人
工
透
析
患
者
の
割
合
や
糖
尿
病
性

腎
症
に
よ
る
新
規
透
析
患
者
導
入
率
、
医
療

費
の
状
況
も
全
国
と
比
べ
て
高
い
状
況
で

す
。

　

こ
の
状
況
か
ら
、
新
規
人
工
透
析
患
者
の

う
ち
、
４
割
を
占
め
る
糖
尿
病
性
腎
症
の
重

症
化
を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
高

知
県
医
師
会
、
高
知
県
糖
尿
病
医
療
体
制
検

討
会
議
お
よ
び
高
知
県
の
３
者
で
協
力
し

て
、
県
版
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
策
定
し
ま
し
た
。
市
町
村
・
保
険

者
や
保
険
者
協
議
会
な
ど
、
各
関
係
者
が
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
な
が
ら
進
め
て
い
く

も
の
で
す
。

　

保
険
者
は
国
保
連
合
会
か
ら
毎
月
、作
成
・

送
付
さ
れ
る
対
象
者
リ
ス
ト
を
基
に
プ
ロ
グ

ラ
ム
対
象
者
の
選
定
を
行
い
ま
す
。
介
入
方

法
と
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ⅰ
で
は
医
療
機
関

未
受
診
者
・
治
療
中
断
者
へ
の
受
診
勧
奨
事

業
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ⅱ
で
は
治
療
中
で
重
症
化

リ
ス
ク
の
大
き
い
者
へ
の
保
健
指
導
事
業
の

二
つ
で
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
地
域
で
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
保
険

者
と
医
療
関
係
者
が
密
接
に
連
携
し
て
事
業

を
展
開
す
る
こ
と
、
成
果
を
検
証
し
、
見
直

し
を
行
い
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的
な
取
り
組

み
に
つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

講
演

「
糖
尿
病
の
病
態
と
重
症
化
予

防
の
ポ
イ
ン
ト
」

と
と
腎
不
全
の
死
亡
率
の
減
少
に
つ
な
げ
る

た
め
、
29
年
度
か
ら
は
糖
尿
病
の
治
療
中
の

方
に
訪
問
を
す
る
取
り
組
み
に
変
え
ま
し

た
。

　

糖
尿
病
の
方
を
保
健
師
や
栄
養
士
が
訪
問

し
て
感
じ
た
こ
と
に
「
自
覚
症
状
が
な
い
の

で
合
併
症
の
話
を
し
て
も
ピ
ン
と
き
て
い
な

い
」「
女
性
は
よ
く
話
を
聞
い
て
く
れ
る
も

の
の
何
か
と
言
い
訳
を
し
て
や
ら
な
い
傾
向

に
あ
る
が
、
無
関
心
に
見
え
た
男
性
は
や
り

始
め
た
ら
と
こ
と
ん
や
っ
て
改
善
し
て
い

く
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
課
題
は
、
医
療
機
関
と
行
政
の
医

療
連
携
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
、
そ
し
て
、
よ
り
高
リ
ス
ク
の
方
を
絞
り

込
ん
で
訪
問
す
る
中
で
、
重
症
化
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

情
報
提
供

「
高
知
県
糖
尿
病
性
腎
症
重
症

化
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
高
知
県

の
状
況
に
つ
い
て

　　

本
県
に
お
け
る
特
定
健
康
診
査
受
診
率
お

よ
び
特
定
保
健
指
導
実
施
率
は
と
も
に
全
国

平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
人
口
当

高知県健康政策部
国民健康保険課

チーフ　横山　治 氏

報告者

高知記念病院
糖尿病内科部長

池田 幸雄 氏

講 師
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仁淀ブルーに会える町

わ
が
ま
ち　

仁
淀
川
町

　

仁
淀
川
町
は
、
平
成
17
年
８
月
に
旧

吾
川
村
、
旧
池
川
町
、
旧
仁
淀
村
が
合

併
し
て
で
き
た
町
で
す
。

　

高
知
県
の
北
西
部
に
位
置
し
、
高
知

市
か
ら
は
約
50
㎞
、
北
に
四
国
山
地
を

望
み
、
清
流
土
居
川
や
仁
淀
川
を
見
下

ろ
す
、
清
々
し
い
山
の
緑
と
、
仁
淀
ブ

ル
ー
、
春
に
は
淡
い
ピ
ン
ク
の
桜
や
花

桃
に
つ
つ
ま
れ
る
町
で
す
。

　

合
併
当
初
７
、８
０
３
人
だ
っ
た

人
口
は
、
こ
の
５
月
末
現
在
で
５
、

４
５
７
人
、
高
齢
化
率
５
３
・
93
％
と

な
り
、
国
、
県
に
先
行
し
、
高
齢
化
と

少
子
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

町
保
健
師
は
、
こ
の
４
月
か
ら
10
名

に
な
り
ま
し
た
。
地
区
担
当
制
と
業
務

分
担
制
を
併
用
し
、
本
庁
と
２
総
合
支

所
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
分
散

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
小
さ
い
町

に
10
人
の
仲
間
を
招
く
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
先
輩
保
健
師
の
活
躍
や
、
首
長

を
は
じ
め
職
員
の
理
解
と
後
押
し
、
そ

し
て
住
民
の
み
な
さ
ん
が
、
保
健
師
を

身
近
に
感
じ
て
く
れ
て
い
る
か
ら
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

典
型
的
な
中
山
間
地
で
あ
り
、
広
い

面
積
、
急
峻
で
狭
い
道
、
点
在
す
る
地

区
や
家
々
、そ
の
自
然
と
人
に
囲
ま
れ
、

私
た
ち
保
健
師
は
育
ち
育
て
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

妊
娠
期
か
ら
の
切
れ
目
な
い
支
援

　

仁
淀
川
町
の
出
生
数
は
、
合
併
時
か

ら
減
少
を
続
け
、
29
年
度
は
17
人
で
し

た
。
数
は
減
り
ま
し
た
が
、
核
家
族
や

転
入
家
庭
が
増
え
、
子
育
て
世
代
を
取

り
巻
く
環
境
は
変
化
し
、
支
援
の
必
要

な
家
庭
は
増
え
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
27
年
度
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
に
も
「
授
乳
や
沐
浴
で
困
っ
た
」

「
睡
眠
が
不
十
分
」「
育
児
を
教
わ
る
場

や
仲
間
づ
く
り
の
場
が
ほ
し
い
」
等
、

育
児
へ
の
不
安
が
表
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
も
と
に
、
地
域
実
践
会
議
、
県

と
の
協
議
を
重
ね
、
28
年
度
よ
り
母
子

仁淀川町ロゴマーク

270

保健師の
記録仁淀川町役場保健福祉課　

日浦けさお

自然と人に育てられる日々

保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
や
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
、
産
前
産
後
訪
問
指
導
を
実
施
す
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

少
子
化
の
進
む
小
さ
な
町
が
、
県
下

で
も
い
ち
早
く
こ
の
よ
う
な
動
き
に
な

る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
県
下
に
広
が
っ
て
い

る
様
子
や
、
初
代
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
奮
闘
ぶ
り
を
目
の
当
た
り

に
す
る
と
、
あ
の
時
の
苦
労
や
決
断
は

間
違
い
で
は
な
か
っ
た
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
習
慣
病
予
防
や
介
護
予

防
、
虐
待
防
止
、
自
殺
対
策
に
お
い

て
も
、
生
ま
れ
て
き
た
地
域
、
生
ま
れ

て
か
ら
の
環
境
が
影
響
す
る
こ
と
を
知

り
、
妊
娠
期
や
子
育
て
期
か
ら
か
か
わ

る
意
味
深
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
す
。チ

ー
ム
保
健
師
の
今
後

　

旧
吾
川
村
保
健
師
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
、
今
年
で
29
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

高
齢
者
訪
問
と
健
診
で
、
地
区
へ
出
向

い
て
い
た
時
代
と
は
様
変
わ
り
し
、
個

別
事
例
も
事
業
も
事
務
量
も
増
え
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、（
私
に
は
）
仁
淀

川
町
に
は
、
頼
り
が
い
の
あ
る
係
長
保

健
師
、
若
手
と
自
分
育
て
に
挑
み
悩
め

る
中
堅
、
と
に
か
く
ピ
ュ
ア
な
新
任
と

９
人
の
保
健
師
が
い
て
、
何
で
も
言
い

合
え
る
保
健
師
チ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。

個
別
支
援
や
日
々
の
業
務
に
取
り
組
み

な
が
ら
も
、
健
康
課
題
や
困
難
事
例
、

事
業
に
は
チ
ー
ム
で
考
え
協
力
し
合
え

る
体
制
が
あ
り
ま
す
。

　

自
然
と
人
に
囲
ま

れ
た
こ
の
町
で
、
生

ま
れ
て
よ
か
っ
た
、

暮
ら
し
て
よ
か
っ
た
、

保
健
師
に
な
っ
て
よ

か
っ
た
、
保
健
師
に

出
会
え
て
よ
か
っ
た

ま
ち
を
め
ざ
し
続
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

結
果
が
見
え
な
い
健
康
づ
く
り
!?

　　

27
年
か
ら
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
策

定
に
か
か
わ
り
、
28
年
に
は
、
第
２
期

健
康
増
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
ま

ず
、実
施
し
た
事
業
の
実
績
を
集
計
し
、

数
値
目
標
の
評
価
を
し
ま
し
た
。
人
口

動
態
や
医
療
、
健
診
、
介
護
、
生
活
習

慣
な
ど
あ
ら
ゆ
る
デ
ー
タ
が
仁
淀
川
町

の
現
状
と
保
健
師
活
動
の
結
果
を
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

分
散
配
置
を
す
る
こ
と
、
地
区
担
当

制
を
と
る
こ
と
で
、
日
々
の
事
業
や
目

の
前
に
い
る
住
民
へ
の
支
援
を
懸
命
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
合
併
し

て
10
年
が
た
ち
、
わ
が
町
仁
淀
川
町
の

週1ミーティングでチーム力アップ

頑張れ！　新任①～元気な育ちを応援します～

頑張る！　新任②～子どもたちの未来のために～

町の木・花の桜のつぼみ

現
状
や
健
康
課
題
を
語
れ
る
か
と
い
う

と
、
ど
の
保
健
師
も
自
信
を
持
つ
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
計
画
づ
く
り

を
通
じ
て
、
デ
ー
タ
や
数
字
を
見
る
、

他
と
比
較
す
る
、
経
年
で
見
る
、
そ
こ

か
ら
わ
か
る
現
状
を
考
え
る
、
な
ぜ
そ

う
な
る
の
か
、
そ
う
な
っ
た
の
か
、
ど

う
な
っ
て
い
く
の
か
等
、
協
議
を
重
ね

る
中
で
、
町
の
現
状
や
課
題
が
少
し
ず

つ
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

健
診
受
診
率
は
県
下
で
も
高
い
方
で

す
が
、
働
き
世
代
の
受
診
率
は
低
く
、

脳
疾
患
・
心
臓
病
・
高
血
圧
の
有
病
率

が
高
い
こ
と
、
多
量
飲
酒
者
の
割
合
が

高
い
こ
と
、
生
活
習
慣
見
直
し
の
意
識

は
あ
る
が
行
動
変
容
に
つ
な
が
ら
な
い

こ
と
等
が
わ
か
り
、
血
管
病
対
策
、
子

ど
も
の
頃
か
ら
の
健
康
的
な
生
活
習

慣
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
受
診
勧
奨

や
保
健
指
導
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
裏

付
け
さ
れ
ま
し
た
。

　

健
康
的
な
生
活
習
慣
の
定
着
や
有
病

率
の
減
少
、
引
い
て
は
健
康
寿
命
の

延
伸
な
ど
健
康
づ
く
り
の
め
ざ
す
目
標

は
、
す
ぐ
に
結
果
の
出
る
も
の
で
も
、

数
字
に
表
れ
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
ど
の
地
区
担
当
で
も
、

ど
の
業
務
担
当
で
も
、
今
見
え
て
き
た

仁
淀
川
町
の
現
状
や
健
康
課
題
を
知
っ

た
上
で
、
日
々
の
活
動
を
す
る
こ
と

で
、
何
年
後
か
の
仁
淀
川
町
の
姿
を
変

え
る
力
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
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食べてみぃや！味
み

てみぃや！！    

vol. 44ヘ ル シ ー ご は ん

トマトのピリ辛そうめん
温泉卵添え

　少し食欲が落ちたかなと思ったときのお助けレシピ、そうめんです。
トマトの酸味とピリ辛のラー油が温泉卵のまろやかさとよく合い、

食欲をそそります。夏バテ解消にいかがでしょうか。

温泉卵とラー油の相性抜群！トマトがうま味を引き立てる

　

鮮
度
を
保
つ
だ
け
で
な
く
皮
も
む

き
や
す
く
な
り
ま
す
。ト
マ
ト
は
熱
を

加
え
る
こ
と
で
、う
ま
味
成
分
の
グ
ル

タ
ミ
ン
酸
が
増
す
た
め
、煮
込
み
料
理

に
使
う
の
も
お
す
す
め
で
す
。

　

食
材
が
余
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、

冷
凍
保
存
す
る
と
次
に
料
理
を
作
る

と
き
に
す
ぐ
役
立
ち
ま
す
。肉
や
魚

だ
け
で
な
く
野
菜
も
冷
凍
で
き
る
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。正
し
い
冷

凍
の
仕
方
を
覚
え
て
食
材
を
上
手
に

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
肉

＊
鶏
さ
さ
み

さ
さ
み
の
す
じ
を
取
っ
て
ラ
ッ
プ
に
包
み
、フ

リ
ー
ザ
ー
パッ
ク
に
入
れ
て
冷
凍
し
ま
し
ょ
う
。

さ
っ
と
ゆ
で
て
ほ
ぐ
し
た
場
合
は
、ラ
ッ
プ
に

包
み
冷
凍
す
る
と
サ
ラ
ダ
な
ど
に
す
ぐ
使
え

ま
す
。

＊
牛
肉
や
豚
肉
、ひ
き
肉
な
ど
パ
ッ
ク
に
入
っ

て
い
る
も
の

必
ず
パッ
ク
か
ら
取
り
出
し
、使
う
分
量
に
分

け
、き
っ
ち
り
ラ
ッ
プ
で
包
ん
で
フ
リ
ー
ザ
ー

パッ
ク
に
入
れ
て
冷
凍
し
ま
す
。

※
解
凍
す
る
時
は
冷
蔵
庫
で（
常
温
で
解
凍

す
る
と
食
中
毒
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
）。

ト
マ
ト
を

冷
凍
す
る
と

エネルギー 332kcal　タンパク質 13.3g
カルシウム 65mg　食塩 2.8g

1人分

①トマト1個を冷凍庫で凍らせておく。
　（1人分は1/2個）
②トマト1/4個はざく切りにしておく。
③ミョウガ、大葉はせん切りに、レタスは食
べやすい大きさにちぎっておく。
④温泉卵を作る（下記を参照）。
⑤そうめんをたっぷりの湯でゆで、冷水で
洗いぬめりを取り、水気を切っておく。
⑥①の凍ったトマトをすりおろしておく。
⑦そうめんを器に盛り、⑥のすりおろした
トマトと、②のざく切りにしたトマトを盛り
付け、レタス、ミョウガ、大葉、温泉卵を
飾る。めんつゆをかけ、ラー油をたらす
（ラー油は好みでかけてください。エネ
ルギーなどは、2ml（小さじ1/2弱）で
計算しています）。

＊温泉卵の作り方
①厚手のふた付きの鍋に水1リットルの
湯を沸かす。
②沸騰したら火を止め200mlの水を入
れる。その中に卵をそっと入れ、ふたをし
たら12～15分待つ。
③卵を鍋から出し、2～3分待った後、
割って取り出す。

◎作り方

◎材料（１人分）

そうめん（乾）	 1束（50g）
冷凍トマト	 1/2個
トマト	 1/4個
ミョウガ	 1/2個
大葉	 1枚
レタス	 10ｇ
温泉卵	 1個
ラー油	 2ml（好みで）
めんつゆ（ストレート）	 60ml

食
材
の
冷
凍
法

合いびき肉	 60g
タマネギ	 100g
ニンニク（おろし）	 4g
ショウガ（おろし）	 4g
オリーブオイル	 10ml
冷凍トマト	 100g

－Ａ－
　水	 80ml
　赤ワイン	 大さじ1
　コンソメ	 1/2個
　カレー粉	 6g
　ターメリック	 少々
　ガラムマサラ	 少々
　塩、こしょう	 少々
　ローリエ	 1/4枚
ナス	 20g
オリーブオイル	 4ml
パプリカ	 10g
オクラ	 1個
ごはん	 150g

エネルギー 589kcal
タンパク質 17.7g
カルシウム 87mg

食塩 2.2g

1人分

○
魚（
切
り
身
な
ど
）

余
分
な
水
気
を
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
で
拭
き
取

り
、ラ
ッ
プ
に
包
ん
で
冷
凍
し
ま
す
。

○
野
菜

１
．さ
っ
と
ゆ
で
た
後
、水
気
を
切
っ
て
小
分
け

に
し
、ラ
ッ
プ
に
包
ん
で
冷
凍
し
ま
す
。

　
《
ホ
ウ
レ
ン
草
、小
松
菜
、モ
ヤ
シ
な
ど
》

２
．す
ぐ
に
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
味
付
け
を
し

て
保
存
す
る
場
合
は
、フ
リ
ー
ザ
ー
パ
ッ
ク

で
冷
凍
し
ま
す
。

　
《
ご
ま
和
え
や
ナ
ム
ル
な
ど
》

３
．生
の
ま
ま
冷
凍
す
る
も
の

　

キ
ャ
ベ
ツ（
一口
大
に
切
る
）

　

小
松
菜
、水
菜
、チ
ン
ゲ
ン
菜
な
ど（
５㎝
く

ら
い
に
切
る
）

　
ナ
ス（
へ
た
を
落
と
し
、縦
半
分
に
切
る
）

　
ピ
ー
マ
ン
、パ
プ
リ
カ（
へ
た
と
種
を
取
り
切
っ

て
お
く
）

　

オ
ク
ラ
、ト
マ
ト（
そ
の
ま
ま
冷
凍
）

○
ご
は
ん

炊
け
た
ら
す
ぐ
に一
人
分
ず
つ
ラ
ッ
プ
に
包
ん

で
冷
凍
し
、食
べ
る
と
き
は
電
子
レ
ン
ジ
で
解

凍
し
ま
す
。西

にし

 森
もり

 美
み

 恵
え

管理栄養士

管理栄養士であり、
食育を考える地域活
動栄養士の会「トマト
の会」代表などを務
める。食育を通じて、

おいしく楽しく健康的な食生活の実践をめざし、
地域に密着した栄養相談・料理講習会・講話な
どの活動を行っている。

トマトベースの
キーマカレー
夏野菜添え

パプリカの鮮やかなビタミンカラーとナスやオクラの夏野菜が彩りを添えます。
キーマカレーとはひき肉を使ったインドカレーの一種です。

冷凍トマトの濃縮されたうま味でさっぱりとまとまり、ごはんがすすむ一品です。

ビタミンカラーで彩り豊か。トマトでさっぱり夏カレー ◎材料（１人分）

①タマネギはみじん切り
にする。
②冷凍トマトは、ざく切り
にしておく。
③フライパンにオリーブ
オイルを入れ、タマネ
ギ、ニンニク、ショウガ
を入れて炒める。タマ
ネギに火が通ったら、
合いびき肉も入れて
炒める。
④③にトマトとＡを入れ
煮込む。
⑤ナスは輪切りにし、オ
リーブオイルで焼く。
⑥パプリカは大きめの
線に切る。
⑦オクラはさっとゆでる。
⑧皿にごはんを入れ、
キーマカレーとナス、
パプリカ、オクラを盛り
付ける。

◎作り方
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本
会
で
は
、
４
月
19
日
に
「
平
成
30
年
度

高
知
県
都
市
国
保
主
管
課
長
・
係
長
研
究

協
議
会
」
を
高
知
市
の
高
知
城
ホ
ー
ル
に
お

い
て
開
催
し
、
県
内
11
市
の
課
長
お
よ
び
係

長
な
ど
関
係
者
26
人
が
出
席
し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
は
、
本
会
の
渡
辺
純

正
事
務
局
長
が
、
半
世
紀
ぶ

り
の
国
保
制
度
の
改
革
と
な

る
今
年
度
に
つ
い
て
、「
国

保
の
都
道
府
県
単
位
化
の

対
応
と
し
て
、
国
保
情
報
集

約
シ
ス
テ
ム
の
円
滑
な
運
用

に
努
め
る
。
さ
ら
に
保
険
者

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う

国
保
の
レ
セ
プ
ト
点
検
共
同

事
業
の
拡
充
や
、
本
会
の
有

す
る
医
療
・
介
護
・
健
診
の

各
デ
ー
タ
を
基
に
、
有
効
活

用
で
き
る
情
報
を
提
供
す
る

な
ど
、
保
険
者
業
務
を
確
実
に
支
援
す
る
よ

う
努
め
て
い
く
」
と
意
気
込
み
を
語
り
、「
国

保
が
抱
え
る
課
題
の
協
議
お
よ
び
情
報
交
換

を
行
う
こ
と
は
大
変
有
意
義
で
、
日
々
の
国

保
事
業
の
運
営
等
へ
反
映
を
さ
れ
た
い
」
と

述
べ
、
同
協
議
会
で
の
活
発
な
意
見
交
換
を

促
し
た
。

　

そ
の
後
、
当
番
市
と
な
っ
た
南
国
市
の
崎

山
課
長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、「
国
保
改
革
に

際
し
、
昨
年
度
は
運
用
の
検
討
や
条
例
改
正

等
、
大
変
な
思
い
を
さ
れ
た
と
思
う
」
と
出

席
者
へ
敬
意
を
表
し
た
上
で
、「
各
議
題
に

関
す
る
協
議
、
情
報
交
換
に
よ
り
、
課
題
解

決
の
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る

よ
う
お
願
い
し
た
い
」
と
呼

び
掛
け
た
。

　

会
議
で
は
、
高
知
県
国
民

健
康
保
険
課
か
ら
新
し
い
国

保
制
度
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
、
引
き
続
い
て
保
険
料

（
税
）
率
の
改
正
や
治
療
用

装
具
の
取
り
扱
い
な
ど
、
各

市
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
題
に

つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
併
せ
て
５
月
17
日

に
愛
媛
県
松
山
市
で
開
催
の

四
国
地
区
市
町
村
・
国
保
組
合
国
保
主
管
課

長
及
び
国
保
担
当
者
研
修
協
議
会
」
に
提
出

す
る
「
70
歳
以
上
の
高
額
療
養
費
の
支
給
申

請
手
続
き
の
簡
素
化
」
や
「
医
療
費
控
除
の

申
告
手
続
き
の
改
正
に
伴
う
医
療
費
通
知
の

取
り
扱
い
」
な
ど
の
議
題
に
つ
い
て
協
議
を
行

い
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

課
題
解
決
の
手
が
か
り
を
国
保
事
業
の

発
展
・
向
上
に
向
け
、活
発
に
意
見
交
換

高
知
県
都
市
国
保
主
管
課
長・係
長
研
究
協
議
会
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本
会
で
は
５
月
17
日
、

高
知
市
の
高
知
城
ホ
ー

ル
に
お
い
て
「
特
定
健
康

診
査
等
事
務
担
当
職
員

新
任
者
研
修
会
お
よ
び

平
成
29
年
度
特
定
健
康

診
査
等
国
庫
負
担
（
補

助
）
金
の
実
績
報
告
に
関
す
る
説
明
会
」
を

開
催
し
、
国
保
保
険
者
を
は
じ
め
、
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
、
県
内
福
祉
保
健
所

の
担
当
者
80
人
が
出
席
し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、
本
会
の
市
川
浩
保

険
者
支
援
課
長
が
、
国
保
の
特
定
健
診
の
実

施
率
に
つ
い
て
は
、
被
用
者
保
険
と
比
べ
て

全
国
的
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
に
触
れ

た
上
で
、「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の

効
果
的
な
事
業
推
進
を
は
じ
め
、
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
策
定
・
実
施
評
価
に
お
け
る
国
保

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）
シ
ス
テ
ム
の
有

効
活
用
に
よ
る
支
援
等
に
努
め
て
い
く
」
と

語
っ
た
。

　

同
会
に
は
、
高
知
県
か
ら
国
民
健
康
保
険

課
お
よ
び
健
康
長
寿
政
策
課
の
担
当
者
が
出

席
し
、
特
定
健
康
診
査
等
の
基
本
事
項
や
医

療
費
適
正
化
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
情

報
提
供
が
さ
れ
た
。

　

新
任
者
を
含
む
担
当
者
向
け
の
研
修
と
し

て
、
特
定
健
康
診
査
等
・
特
定
保
健
指
導
の

集
合
契
約
お
よ
び
費
用
や
特
定
健
診
等
デ
ー

タ
管
理
シ
ス
テ
ム
・
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
の
概

要
、
国
保
等
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
等
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

　

さ
ら
に
、
特
定
健
康
診
査
等
で
は
毎
年
、

事
業
の
実
施
に
要
し
た
費
用
に
係
る
国
庫
負

担
（
補
助
）
金
の
実
績
報
告
を
厚
生
労
働
大

臣
に
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
今
回

の
説
明
会
で
は
、
実
績
報
告
の
概
要
や
報
告

に
お
け
る
特
定
健
診
等
デ
ー
タ
管
理
シ
ス
テ

ム
を
使
用
し
た
補
助
資
料
の
作
成
手
順
な
ど

を
説
明
し
た
。

　

出
席
し
た

担
当
者
ら
は
、

特
定
健
康
診

査
事
務
の
円

滑
な
実
施
に

向
け
て
、
よ
り

多
く
の
情
報

を
得
よ
う
と
、

熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
た
。

特
定
健
診
事
業
の
円
滑
・
適
正
な
運
営
に
向
け
て

特
定
健
康
診
査
等
事
務
担
当
職
員
新
任
者
研
修
会
お
よ
び

平
成
29
年
度
特
定
健
康
診
査
等
国
庫
負
担（
補
助
）金
の

実
績
報
告
に
関
す
る
説
明
会
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市
町
村
の
新
任
国
保
等
事
務

担
当
者
を
対
象
に
国
保
制
度
や

情
勢
、業
務
内
容
等
を
理
解
し
、

円
滑
な
事
務
運
営
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
平
成
30
年

度
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期

高
齢
者
医
療
事
務
担
当
職
員

新
任
者
研
修
会
」を
５
月
９
日
・

10
日
の
両
日
、
本
会
と
高
知
県

と
の
共
催
に
よ
り
、
高
知
市
の

高
知
県
立
文
学
館
ホ
ー
ル
で
開

催
し
、
県
内
市
町
村
の
新
任
国

保
等
事
務
担
当
者
約
１
０
０
人

が
出
席
し
た
。

　

開
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
高

知
県
健
康
政
策
部
国
民
健
康

保
険
課
の
伊
藤
博
昭
議
長
は
、

国
民
皆
保
険
創
設
か
ら
約
60
年

経
ち
、
そ
の
間
の
制
度
の
変
遷

に
触
れ
た
上
で
、「
医
療
保
険

を
今
後
も
持
続
可
能
な
も
の
に

し
て
い
く
た
め
に
は
、
被
保
険

者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
。
制
度
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い

て
、
適
正
な
事
務
処
理
を
す
る
。

資
格
の
付
与
お
よ
び
保
険
料
の

賦
課
、
徴
収
、
給
付
等
、
様
々

な
業
務
が
あ
り
、
高
額
療
養
費

や
自
己
負
担
割
合
な
ど
、
制
度

が
改
革
さ
れ
る
ご
と
に
細
分
化

し
て
き
て
い
る
が
、
被
保
険
者

に
信
頼
さ
れ
る
国
保
お
よ
び
後

期
高
齢
者
医
療
の
制
度
を
担
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
訴
え
た
。

　

研
修
会
で
は
、
高
知
県
か
ら

国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
概
要
や
国
保
の
資
格
、
保

健
事
業
、
月
報
等
の
作
成
、
レ

セ
プ
ト
点
検
の
基
礎
的
事
項
の

他
、
国
保
制
度
改
革
の
概
要
や

国
保
事
業
費
納
付
金
な
ど
に
つ

い
て
、
ま
た
本
会
か
ら
は
、
求

償
事
務
や
国
保
情
報
集
約
シ
ス

テ
ム
、国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｋ

Ｄ
Ｂ
）
シ
ス
テ
ム
、
国
保
連
合

会
の
業
務
な
ど
、
こ
れ
か
ら
実

務
に
携
わ
っ
て
い
く
上
で
必
須

と
な
る
基
本
的
事
項
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
た
。
参
加
者
の
今

後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

新
任
担
当
者
が

国
保
実
務
の
基
礎
を
学
ぶ

国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢
者

医
療
事
務
担
当
職
員
新
任
者
研
修
会
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平
成
30
年
３
月
16
日
に
公

布
さ
れ
た
改
正
後
の
国
民
健

康
保
険
法
施
行
令
に
よ
り
、

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
市

町
村
国
保
の
被
保
険
者
が
同

一
都
道
府
県
内
で
転
居
し
た

場
合
、
高
額
療
養
費
の
多
数

回
該
当
に
係
る
該
当
回
数
を

引
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
市
町
村
国
保

は
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
で
運

営
さ
れ
て
い
た
た
め
、
同
一

都
道
府
県
内
の
市
町
村
間
で

転
居
し
た
場
合
、
高
額
療
養

費
の
多
数
回
該
当
に
係
る
該

当
回
数
は
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
今
後
は
、
国
保

の
運
営
が
都
道
府
県
単
位
と

な
っ
た
た
め
、
平
成
30
年
４

月
診
療
分
以
降
は
、
同
一
都

道
府
県
内
の
市
町
村
間
で
転

居
し
、
引
き
続
き
国
保
に
加

入
す
る
場
合
は
、
高
額
療
養

費
の
多
数
回
該
当
に
係
る
該

当
回
数
を
通
算
す
る
取
扱
い

と
な
り
、
被
保
険
者
の
負
担

軽
減
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
早
け
れ
ば
平
成

30
年
７
月
診
療
分
か
ら
市
町

村
間
の
通
算
に
よ
る
多
数
回

該
当
と
な
る
世
帯
が
発
生
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
実
現
す

る
た
め
、
本
年
４
月
か
ら
運

用
が
開
始
さ
れ
た
国
保
情

報
集
約
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、

各
市
町
村
の
「
高
額
療
養
費

の
多
数
回
該
当
に
係
る
該
当

回
数
の
情
報
」
や
そ
の
前
提

と
な
る
「
世
帯
の
継
続
性
の

判
定
情
報
」
等
の
各
種
処
理

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
都
道

府
県
単
位
で
の
集
約
及
び
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
後
の
処
理
と

し
て
、
本
年
１
月
に
シ
ス
テ

ム
改
修
さ
れ
た
国
保
総
合
シ

ス
テ
ム
へ
情
報
連
携
す
る
こ

と
に
よ
り
、
高
額
療
養
費
の

支
給
額
計
算
を
行
い
ま
す
。

高
額
療
養
費
の
多
数
該
当

世
帯
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
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『
至
福
に
つ
い
て
』

高知県健康政策部国民健康保険課　伊 藤  博 昭Text by

　

当
初
、
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
カ
ラ

オ
ケ
30
曲
体
験
記
」
と
す
る
予
定

だ
っ
た
。
で
も
最
近
は
喉
も
か
れ

や
す
く
、
早
い
テ
ン
ポ
に
つい
て
い
け

な
く
な
っ
て
き
て
い
た
の
で
、
付
き

合
っ
て
く
れ
た
方
を
が
っ
か
り
さ
せ

ず
、
ま
た
、
読
者
の
方
の
期
待
に

も
応
え
な
け
れ
ば
と
思
い
、
ひ
そ

か
に
誰
に
も
知
ら
れ
な
い
よ
う
特

訓
を
重
ね
て
き
た
（
車
の
中
だ
け

ど
）。

　

さ
ら
に
、
皆
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
た
め
に
、
郷
ひ
ろ
み
を
中
心
に

サ
ザ
ン
、
チェッ
カ
ー
ズ
な
ど
の
曲
か

ら
最
初
は
こ
の
曲
、
途
中
は
こ
う
い

う
順
番
で
、
最
後
の
と
り
は
こ
れ

と
選
曲
も
行
って
き
た
。
今
年
は
、

サ
ザ
ン
が
デ
ビ
ュ
ー
し
て
40
周
年
。

あ
こ
が
れ
の
東
京
で
生
活
を
始
め

た
ば
か
り
の
大
学
１
年
の
時
で
、

青
春
だ
っ
た
な
と
、
思
い
出
に
浸
り

な
が
ら
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
し
た
。

　

そ
れ
な
の
に
、
一
緒
に
カ
ラ
オ
ケ

を
楽
し
ん
で
く
れ
る
お
友
達
を
あ

ち
こ
ち
で
探
し
た
が
、
誰
も
名
乗

り
出
て
く
れ
な
い
。
な
ぜ一緒
に
行
っ

て
く
れ
る
人
が
出
て
こ
な
い
の
か
不

思
議
で
あ
る
。

　

今
ま
で
、
私
と
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ

た
人
か
ら
は
、
へ
た
く
そ
と
か
苦

痛
だ
と
か
と
いっ
た
悪
い
評
判
は
聞

い
た
こ
と
が
な
い
し
、
キ
ャ
ー
と
い

う
黄
色
い
声
（
決
し
て
ぎ
ゃ
ー
で
は

な
い
）
が
飛
ぶ
ほ
ど
盛
り
上
が
り
、

皆
喜
ん
で
い
た
と
思
う
の
だ
が
（
嘘

で
は
な
い
。
私
と一緒
に
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
に
居
た
Ｈ
村
の

Ｔ
さ
ん
と
か
Ｏ
町
の
Ｈ
君
な
ど
、

証
人
は
市
町
村
に
いっ
ぱ
い
い
る
の

で
聞
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
り
ま

す
）。

　

そ
れ
に
、
前
号
で
、
今
年
度
で

定
年
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
書
い
た

と
こ
ろ
、
多
く
の
方
か
ら
寂
し
い
、

や
め
な
い
で
と
い
う
声
も
聞
い
て
、

気
を
良
く
し
て
い
た
の
に
。

　

カ
ラ
オ
ケ
は
大
勢
の
観
客
が
い

て
、
わ
い
わ
い
が
や
が
や
の
方
が
絶

対
楽
し
い
し
、
一
人
カ
ラ
オ
ケ
は
寂

し
い
の
で
、
締
め
切
り
も
迫
っ
て
き

た
こ
と
も
あ
り
、
と
り
あ
え
ず
断

腸
の
思
い
で
延
期
す
る
こ
と
に
し

た
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
残
念
だ
が
カ
ラ

オ
ケ
の
こ
と
は
次
回
以
降
に
譲
る
こ

と
と
し
、
今
回
は
他
の
楽
し
み
に
つ

い
て
書
く
こ
と
に
す
る
。

　

前
号
で
も
少
し
書
い
た
が
、
私

は
、
日
頃
釣
り
な
ど
で
仕
事
の
ス

ト
レ
ス
を
発
散
し
て
き
た
が
、
最

近
は
、
ほ
と
ん
ど
釣
れ
な
い
し
、
ま

た
、
で
き
る
だ
け
楽
を
し
た
い
と
い

う
主
義
で
、
あ
ま
り
し
ん
ど
い
思
い

ま
で
し
て
釣
り
は
し
た
く
な
い
。
こ

の
た
め
、
暑
い
時
や
寒
い
時
は
、
海

に
行
か
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

私
の一
番
多
い
ス
ト
レ
ス
発
散
方

法
は
、
近
所
の
冷
暖
房
が
効
い
て
い

る
本
屋
さ
ん
に
行
って
本
を
探
し
、

買
っ
て
き
た
本
を
読
む
こ
と
だ
と

思
う
（
最
近
は
中
古
の
本
を
買
う

こ
と
が
多
く
な
っ
た
の
で
、
よ
く
中

身
を
吟
味
せ
ず
買
って
し
ま
い
、
後

で
、
既
に
買
っ
た
こ
と
が
あ
る
本
と

分
か
り
後
悔
す
る
こ
と
が
多
々
あ

る
）。

　

見
か
け
に
よ
ら
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
本
当
に
本
屋
さ
ん
が
好
き

な
の
だ
。
可
能
で
あ
れ
ば
、一日
中

い
て
も
飽
き
な
い
の
だ
が
、
立
ち
っ

ぱ
な
し
が
つ
ら
い
の
で
日
頃
は
２
時

間
ぐ
ら
い
に
し
て
い
る
。
で
も
、
一

週
間
に
何
回
か
行
か
な
い
と
禁
断

症
状
が
出
る
。

　

だ
か
ら
、
連
休
に
東
京
に
行
っ
た

際
も
、
少
し
郊
外
に
あ
る
ち
ょっ
と

変
わ
っ
た
本
屋
さ
ん
に
行
っ
た
。
何

が
変
わ
っ
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
立

ち
読
み
で
な
く
堂
々
と
座
り
読
み

が
、
し
か
も
ド
リ
ン
ク
を
飲
み
な
が

ら
長
時
間
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

　

そ
こ
に
は
、
今
ま
で
も
行
っ
た
こ

と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
日
は
、
本
を

読
み
な
が
ら
５
０
０
円
で
お
酒
と
お

つ
ま
み
が
楽
し
め
る
期
間
限
定
の
イ

ベン
ト
を
催
し
て
い
た
。

　

私
、
お
酒
は
あ
ま
り
強
く
な
い

け
ど
嫌
い
な
方
で
は
な
い
。
好
き

な
本
屋
で
、
面
白
い
本
を
読
み
な

が
ら
お
い
し
い
お
酒
が
飲
め
る
。
し

か
も
昼
間
か
ら
。

　

至
福
の
時
間
。
し・あ・わ・せ
。

　

ビ
ー
ル
１
杯
と
お
つ
ま
み
一つ
の

チ
ョ
イ
飲
み
で
、
時
間
と
し
て
は
30

分
ぐ
ら
い
だ
け
ど
。
本
当
は
も
っ

と
ゆ
っ
た
り
と
し
た
自
分
だ
け
の
ス

ペ
ー
ス
が
あ
れ
ば
も
っ
と
い
い
の
に
と

思
い
な
が
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

て
し
ま
っ
た
。

　
い
い
な
こ
う
い
う
所
。
高
知
に
も

あ
っ
た
ら
、
ス
ト
レ
ス
を
適
度
に
解

消
し
な
が
ら
仕
事
に
取
り
組
め
る

と
思
う
の
だ
が
、
糖
尿
病
の
重
症

化
予
防
に
努
め
、
ま
た
過
去
に
は

γ
ー
Ｇ
Ｔ
Ｐ
が
２
８
０
を
超
え
て
い

た
私
に
は
毒
か
な
。

追
伸　

前
号
は
少
し
硬
か
っ
た
た

め
、
今
回
は
そ
の
分
柔
ら
か
め
に

し
ま
し
た
（
笑
）

　

飲
み
過
ぎ
に
注
意
。

　
γ

-

Ｇ
Ｔ
Ｐ
が
上
が
ら
な
い
よ
う

気
を
つ
け
よ
う
。

Illustration  Hoji Akiko

●今回は玄関前にいたクワガタです。前回のシャクヤクに続き、（筆者の）身近な自然シリーズ第２弾です。

子供の頃は夏休みともなれば、毎日、セミ取りに出かけていました。しかし、当時はクワガタといえばホーム

センターで値札のついたものにしかお目にかかったことがなく、うちの近所にもいたのか……と嬉しい半

面、あの頃に出会いたかった気もします。　  （高）

335号の取材・寄稿にご協力くださいました皆さん
ありがとうございました。
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TOSA 国保だより 336 号
10 月下旬発行予定

「中土佐町」
　次回は中土佐町を訪ね、これから
のまちづくりについて、池田洋光町
長にお話を伺います。

自然環境に恵まれたまち2018年７月発行　335号

次号予告

編

集

後

記

【国保だより第334号　誤記の修正とお詫び】　国保だより第334号　32ページ掲載の事務局組織図に誤りがありました。

以下のとおり訂正いたしますとともに、深くお詫び申し上げます。
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